
ヤ
9
0
℃

残
雪
の
中
の
す
じ
ま
き

　
　
（
四
月
二
十
二
日
下
条
岩
野
で
）

（8）
とお∬ρお（第3種郵便物認可）昭和脇年5月10日

日
本
脳
炎
予
防
接
種
日
程

該
当
者
　
一
般
イ
、
、
は
満
一
．
一
歳
か
ら
学

齢
ま
で
の
者

　
初
回
（
二
回
接
種
）
　
満
三
歳
に

達
し
た
者
及
び
三
歳
以
上
’
．
・
前
年
受

け
な
か
っ
た
者

　
追
加
　
前
年
初
回
を
完
了
し
た
者

料
金
　
一
回
三
百
三
十
円

接
種
前
後
の
注
意
　
■
体
温
測
定
を

忘
れ
ず
に
．
混
雑
し
た
会
場
で
あ
わ

て
て
計
る
事
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
巳

母
子
手
帳
、
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
．
問

診
票
は
責
任
を
も
っ
て
確
実
に
記
人

し
ま
し
ょ
う
。
■
接
種
当
日
は
も
ち

ろ
ん
、
場
合
に
よ
っ
て
は
翌
日
も
入

月
　
　
　
　
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

地
　
区
名

一
回
目

二
回
目

小
学
校
区

5
月
顕
日
困

5
月
訓
日
困

午
後
－
時
半
～
2
時

東
小
学
校

ド
条
小
学
校
区

5
月
30
日
㈹

6
月
6
日
㈹

午
後
－
時
半
～
2
時

面
目
ド
条
小
学
校

固
目
ド
条
公
民
館

ド
組
小
学
校
区

午
後
2
時
半
～
2
時
ω
分

東
下
組
小
学
校

川
治
全
区

午
後
－
時
40
分
～
2
時
2
0
分

川
治
公
民
館

十
口
町
全
区

5
月
31
日
困

6
月
7
日
困

午
後
－
時
半
～
2
時
2
0
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

六
箇
小
学
校
区

6
月
－
日
困

6
月
9
目
働

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

六
箇
小
学
校

塩
之
又
分
校
区

午
後
2
時
半
～
2
時
4
0
分

塩
之
又
分
校

野
中
小
学
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

野
中
小
学
校

かしこい消費者⑯

　消費者協会へ参加しませんか

　新潟県消費者協会十

蕪灘鑛軸
生活の向上をはかるこ　　　　　皆身者の権猫

とを目的としています。昨年は試し買い量目調査、

メーカー視察￥不用品交換会等を行いました。今

年も総会をはじめとしていくつかの行事が予定さ

れております。

　現在会員は100名程度ですが、どなたでもいつ

でも加入できます。会費は年間500円です。

　総会は市報を通じてお知らせしますので、入会

される万は当日会場へおいでください。事務局は

市役所商工課（君7－3111）です。

浴
を
ひ
か
え
、
昼
寝
を
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
糖
尿
病
負
荷
検
査
を
実
施

　
最
近
、
食
事
の
片
寄
り
等
に
よ
り

糖
尿
病
患
者
が
増
え
て
い
る
傾
向
に

あ
る
た
め
、
十
日
町
保
健
所
で
は
、

糖
尿
病
負
荷
検
査
（
精
密
検
査
）
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
尿
に
糖
の
出
た
こ
と
の
あ
る
人
で

精
密
検
査
希
望
の
方
は
、
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
六
月
五
日
㈲

申
込
場
所
　
市
役
所
保
健
課
（
8
七

土
一
二
二
番
内
線
一
コ
一
有
線
五

二
七
一
四
）

検
査
料
　
千
六
百
円

O
検
査
当
日
の
注
意
事
項
等
詳
細
は

個
人
宛
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

○
糖
尿
病
教
室
も
後
日
開
催
の
予
定

で
す
。

金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る
．
こ
夫
婦

に
、
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
婆
・
会
と
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
お
祝
い

　
　
　
　
　
　
G

一献血車日程
　き　　5月25日（木）

　　　　〈午前10時～午後3時〉

：ころ　関芳織物㈱関芳会館

　き　　5月26日（金）

　　　　ぐ午前10時～午後3時〉

二ころ　専門店会く昭和町2）

明日といわず今献血しましょう

の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
、

　
本
年
度
の
該
当
ご
夫
婦
は
、
昭
和

一
．
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
昭
和
四
年
』
一

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ

た
方
々
で
す
，
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦

は
、
氏
名
（
お
二
人
の
）
年
令
、
結

婚
年
月
日
を
五
月
二
十
五
日
ま
で
に

各
地
区
の
嘱
託
員
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
．
（
前
年
に
記
念
品
を
受
け
と
ら

れ
な
か
っ
た
ご
夫
婦
も
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
）
な
お
、
記
念
品
の
贈
呈
式

は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

お
問
い
△
口
わ
せ
は

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
・
福
祉
係

　
（
8
七
⊥
一
、
一
一
一
内
一
二
六
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
』

叢

　　　あ　と　が　き

○ようやく4月29日消雪日をむかえました・

戦後3番目の遅い雪ぎえです．ブナも柳も

一緒に芽を吹きだして、これからが、妻有

の里の一番充実した季節です。

014日は成人式です。今年は670人が大人

の仲間入りをしました。今どきび）若い者は

などと言わずに、大きな、長い目でみてい

たいものです。

04月は市役所の衣替の季節です。広報係

のスタッフもマイナーチエンジしました。

面積…2H．44k㎡（4月1日現在）

浄
化
槽
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
1
衛
生
施
設
組
合
－

　
使
用
者
に
は
、
し
尿
浄
化
槽
の
維

持
管
理
が
、
法
律
や
条
令
イ
．
、
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と

汚
水
の
流
出
、
悪
臭
や
ハ
エ
、
カ
の

発
生
の
原
因
と
な
り
、
付
近
の
方
々

に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
圭
す
．

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
、
専
門
の
技

術
者
に
維
持
管
理
や
清
掃
を
お
ま
か

せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

はるかきに璽．煽

こさるカVき～、鷲謙

ね
え
，
歯
じ
い
ち
ゃ
ん

こ
こ
の
さ
く
ら
．
辱
｝
瞼
ん

傾
脈
歴
ん
い
塾
ぜ
け
，
に
の
？

緬さ弧ら衡こくら、

λ
、

、

逮
O
。

∋
へ

／　
9
　
　
　
　
も

翻
帆
～
ぎ
ー
し

　
を
あ

二
f
∂

（
ζ
1

　
　
餅

　
　
ふ
う
ん
…
・
・

　
　
蔚
じ
い
筆
ん

　
．
に
t
，
貼
栖
（

　
　
痔
る
歴
（
る
と

鍵
鍛
い
お

　
　
　
　
　
　
、

　
6
　
へ

、￥

柊
喧
春
蓬
る
と

葉
歯
快

ぞ
る
各
よ
。ノ

　　　　ヂ

購
ワー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

す
る
が
や
清
掃
社
（
容
丁
二
。
天
）
　
5
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
南
清
掃
社
（
室
一
⊥
毛
。
七
）
　
　
　
　
’

　
下
条
清
掃
社
（
8
干
二
。
異
）
　
　
　
↓

　
川
西
町
清
掃
社
（
8
。
宝
芙
－
八
⊥
一
…
数

　
　
　
　
　
　
　
五
）
　
　
　
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

な
お
、
不
明
の
点
は
、
　
　
　
　
　
／

　
十
日
町
保
健
所
（
8
七
⊥
茜
8
）
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
8
七
⊥
七
五
一
）
人
　
　
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
付
あ
り
が
と
う
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▼
岡
村
春
雄
（
河
内
町
）
三
万
円
女

（
香
典
返
し
）
　
▼
匿
名
二
件
　
一
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

万
八
千
九
百
三
十
二
円
　
▼
藤
田
洋
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
・
宮
内
智
子
・
庭
野
典
子
（
十
日
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男

町
小
四
年
）
千
円
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

停
電
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
2
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▼
五
月
二
十
二
日
㈲
午
前
八
時
半
0
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

～
午
後
一
時
南
で
　
船
坂
、
池
沢
、

源
田
、
水
沢
野
中
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、
口

塩
之
又
・
辰
ケ
平
▼
斉
二
＋
以

日
㈲
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
美
雪
勢

町
三
丁
目
の
一
部
、
妻
有
町
東
、
西
市

一
・
二
・
三
丁
目
、
内
後
の
一
部
、
　
口

河
内
町
の
一
部
、
寿
町
一
・
二
・
三

丁
目
の
各
一
部
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r　

ず
ま
い
お
惨
状
を

干
日
町
大
火
か
ら
七
十
八
年

　
十
日
町
大
火
は
、
七
十
八
年
前
の
明
治
三
十
三
年
六
月
十
日
、

原
町
か
ら
出
火
、
晴
天
続
き
と
折
か
ら
の
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
翌

十
一
日
ま
で
燃
え
続
け
、
焼
失
戸
数
七
百
五
十
≡
尺
被
災
者
数

三
千
八
百
八
十
二
人
、
土
蔵
や
納
屋
を
含
め
た
被
害
総
額
は
当
時

の
価
格
で
二
百
万
円
に
も
及
ん
だ
大
惨
事
で
す
。

　
現
在
の
消
火
体
制
は
、
十
八
個
分
団
千
四
百
七
人
の
消
防
団
員

と
広
域
消
防
職
員
七
十
三
人
で
あ
た
つ
て
お
り
、
消
防
力
は
機
械

力
、
人
的
体
制
と
も
当
時
と
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

あ
の
大
惨
事
が
二
度
と
起
き
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
す
。

大
火
記
念
日
に
ち
な
み
も
う
一
度
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

訟
窒
書
蓄
手

霧義　　
　
与
筆
－
茸
孟
器
へ

天
皇
陛
下
か
ら
も
見
舞
金

　
　
へ
　
セ
を
に
　
し

　
　
　
蔓
・
璽

。
至
捲
零
サ
為
‘
蝿
針

養
ξ
2
馨
協
、
・

市内大規模火災の歴史
　　　　　　　　（全焼5戸、死亡者5名以上

h
偽
℃

年　　月 町　名 焼　　失　　戸　　数 備　　考

元文6年2月 2の丁東側 全戸162戸　土蔵36棟

弘化2年3月 袋　　町 全焼11戸

元治元年6月 下条新保 全焼7戸 放火

慶応3年7月 高田町 全焼26戸　半焼5戸　土蔵
2棟

明治8年4月 原町西側 全焼7戸

33年6月 原町西側 全焼752戸土蔵71棟納屋負傷者　5名

123棟　半焼土蔵50棟

大正4年11月 1の丁全焼7戸　半焼2戸
昭和4年6月 江　　道 全焼6戸半焼6戸土蔵1棟

14年7月 2の丁全焼5戸　半焼1戸
15年5月 菅　　沼 全焼11戸土蔵7棟物置3棟

18年1月 山　　本 全焼5棟 工　場

21年8月 姿 全焼5戸

25年5月 池　　谷 全焼8戸

36年5月 土　　市 全焼10戸

36年7月 魚之田川 全焼1戸 死亡者　5名

41年12月 塩ノ又 全焼1戸 死亡者　5名

阿部の太郎氏旧蔵

　六

は原のあたりだったそうです。私の家が燃えたのは次

の日になってからで、最初は水野町は大丈夫だという

ので、役場に命じられて・たき出しを作っていたら・．

だんだん、だんだん火が移ってきたそうです。私はも

1）と2人で招魂社に逃げました。

　水野町には根津さんと私の家と酒蔵が2軒あったの

で火の手が強かったようです。親が良く「3つあった

蔵の扉に味噌をぬって、μ、様をだいて逃げるのがせい

の山だった」と話してました。臼

　今も、火の元は、寝る前に2回見ることにしていま

す。（83歳）

　　　　　　　　火災は無残

　　　　　　　　　　しかし、わりと無関心

　　　　　　　　　　　学校町　大島茂八

　　　　　　　　消防団員になってもう100回以上

も出動しています。そのたびに思うことは、グシや柱

が焼けただれて無残な形をしているのを見るにつけ、

消防で最少限に食いとめなければならないということ

ですね。火災になったら、本当に一瞬のうちに不幸のド

ン底に突き落とされてしまいます。

　けれども、一般の人は火災に対してはワリと無関心

のような気がします。今は、どこの家にも消火器がそ

なえてありますが、若い人やご婦人方は使い方も知ら

ないんじやないでしょうか。

　町内会や婦人会などで使い方の講習会をして欲しい

ものです。

第
十
七
分
団
な
ど
を
表
彰

◎
無
火
災
分
団
表
彰

●
十
ヵ
年
連
続
無
火
災
分
団
（
4
3
i
月
～
）

第
十
七
分
団
（
水
沢
北
部
）

●
五
ヵ
年
連
続
無
火
災
分
団
（
4
8
i
月
～
）

本
部
分
団
・
第
六
分
団

●
一
ヵ
年
無
火
災
分
団
（
5
2
・
－
～
12
月
）

第
二
・
三
・
四
・
五
・
七
・
八
・

　
十
・
十
一
・
十
三
・
十
四
・
十
五

各
分
団
、
警
備
分
団

（
以
上
十
日
町
市
消
防
後
援
会
表
彰
）

　
◎
個
人
表
彰

●
消
防
庁
長
官
表
彰
（
53
・
3
・
7
付
）

　
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
第
十
七
分
団
長
村
山
勇
吉

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
53
・
3
・
7
付
）

　
功
績
章
　
副
団
長
滝
沢
光
義

　
精
績
章
　
副
団
長
小
野
塚
清
一

　
　
第
十
六
分
団
長
上
村
久
夫

　
勤
続
章
（
三
十
年
勤
続
）

　
　
分
団
長
南
雲
一
他
七
名

（第3種郵便物認可）昭和53年6月10日と」墜』『93（3）

う
繕
κ

況　
　
心
　
時
は
明
治
三
十
三
年
六
月

　
　
G

　
　
つ

状
。
ひ
＋
日
午
後
±
時
原
町
西
側

の
犠
講
騨
拷
鞍

火
ひ
っ六
翼
賠
驚
醤
雛
薙

引
続
き
し
…
…
加
え
て
風
さ
え
加
わ

り
た
れ
ば
最
早
防
止
す
る
を
得
ず
…

－
・
現
在
の
後
藤
屋
の
辺
ま
で
燃
来
り

し
と
覚
え
し
き
頃
、
風
は
益
々
烈
し

く
小
雨
交
り
の
西
風
と
変
し
た
れ
ば

火
災
は
方
面
を
転
じ
て
宮
下
方
面
を

一
呑
に
甜
め
尽
し
－
…
・
夜
明
け
方

に
な
り
し
頃
、
山
卸
ろ
し
の
朝
風
江

道
よ
り
吹
き
捲
く
り
そ
の
勢
に
て
西

浦
方
面
を
尽
く
焼
き
払
い
た
り
、
僅

か
に
危
難
を
免
れ
た
る
も
の
は
川
原

町
、
袋
町
の
一
部
、
高
田
町
の
一
部
、

巾
、
田
中
の
一
部
、
田
川
町
、
五
の

町
の
一
部
、
原
の
一
部
の
み
に
し
て

翌
日
即
ち
十
一
日
午
後
十
時
頃
に
至

り
漸
く
鎮
火
せ
り
－
…
・

　
　
　
　
（
十
日
町
町
史
よ
り
）

i妙高災害からの教訓
　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※現地を視察して※．
　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●
　去る5月18日、妙高高原町で大規模な地すべり災

害が発生しました。市では、その災害の実際がどん

なものであったか、災害を防ぐ方法はあるのかどう

うかなど万一の場合に備えて、関係職員が現地を視

察してきました。

　現地でび）説明によると、妙高関山の赤倉山（標高

2144撹）の中腹1600規地点で約30万㎡の土砂崩れが

発生、この土量が白田切川をセキ止め、たん水した

永がヘド・状となり、急勾配な河川（河川勾配あ）

を時速80㎞び）猛スピードで走り、川筋の土石を堀り

崩し、30形び）川巾では土砂を飲みきれなくなり、平

地200形から300規にわたり押出し、妙高高原町新赤

倉温泉地帯ではそび）土石量約90万㎡となり、被害が

増大したというのが実状び）ようでした。

　特に川のカーブしているとこ7）では流下不能とな

り、高さ約20mの断崖を乗り越え、重さ数トンび）岩

石と共に避暑観光施設の寮、別荘、住宅など16戸を

全半壊し、13人の人達を飲みこみました。国道18号

線白田切川にかかる橋脚を洗い、更に、国鉄信越線

鉄橋を破壊する大災害であったグ）です。

　おそらく、防ぎょ方法は現代の土木工学をもって

しても不可能と思われます。

　「災害は忘れた頃にゃってくる」妙高の災害もまさ

にこの一語に一）きる思いがしました。

　緑の高原のところどころに大きな岩石を散見し・

以前にも土石流出の災害場所であったび）ではないか

と感じ、昔は人が住めるようなところではなかった

のだろうと思った。

　観光開発、乱開発こそ要注意であることを、こグ）

災害は教訓としてくれたように思います。

　市内にも地すべり指定地区が17ヵ所あります。指

定地区にはなっていない危険箇所は山間地に点在し

ています。

　融雪期から梅雨期の間は特に災害発生び）おそれが

あります．充分び）ご注意をお願いします。

畦
．
．
醗
諮
叢
痔

　
一
日
～
七
日
は
水
道
週
間
で
し
た
。

市
の
水
道
事
業
も
二
十
一
年
経
過
し

ま
し
た
。
給
水
人
口
は
市
勢
の
発
展

と
と
も
に
増
大
し
、
上
水
道
と
十
三

ヵ
所
の
市
営
簡
易
水
道
を
あ
わ
せ
る

と
四
万
二
千
人
余
り
と
な
り
普
及
率
は

市
全
体
の
人
口
に
対
し
て
八
十
四
．
六

％
に
達
し
ま
し
た
。
又
、
一
人
一
日

あ
た
り
の
平
均
給
水
量
も
十
年
間
で

丁
二
五
倍
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
皆
さ
ん
の
需
要
に
応
じ
第
一

期
・
第
二
期
の
拡
張
事
業
を
完
成
さ

せ
、
五
十
一
年
度
か
ら
第
三
期
拡
張

事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
上
水
道
会
計
は
皆
さ
ん
の
水
道
使

災
害
を
受
け
た
と
き
は

　
　
　
税
の
減
免
手
続
を

　
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災

害
を
受
け
た
と
き
は
、
所
得
税
が
軽

減
さ
れ
た
り
免
除
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
そ
の
方
法
に
は
つ
ぎ
の
二
つ
が
あ

り
、
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

一
、
雑
擁
控
除
に
よ
る
方
法

　
損
害
額
が
一
年
間
の
合
計
所
得
金

額
の
十
分
の
一
を
超
え
る
と
き
は
、

そ
の
超
え
る
金
額
を
所
得
金
額
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
損
害

額
が
大
き
す
ぎ
て
控
除
し
き
れ
な
い

と
き
は
、
翌
年
以
降
三
年
間
に
繰
越

し
、
各
年
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

二
、
災
害
減
免
法
に
よ
る
方
法

用
料
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
企

業
会
計
で
す
。
現
在
の
水
道
料
金
は

昭
和
五
十
一
年
四
月
に
改
正
し
た
ま

ま
で
す
の
で
、
そ
れ
以
後
の
電
力
料

金
の
大
巾
値
上
げ
や
人
件
費
ア
ッ
プ

な
ど
で
経
費
が
増
大
し
、
配
水
管
の

改
良
工
事
な
ど
も
国
か
ら
の
借
金
で

ま
か
な
っ
て
い
る
状
態
で
財
政
は
悪

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
経

費
が
増
大
し
な
い
よ
う
節
減
に
つ
と

め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も

給
水
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た

め
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い

ず
れ
皆
さ
ん
の
、
こ
理
解
を
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
宅
や
家
財
に
つ
い
て
、
そ
の
価

額
の
二
分
の
一
以
上
が
損
害
を
受
け
、

し
か
も
、
そ
の
年
の
合
計
所
得
金
額

が
四
百
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、
次

の
表
の
よ
う
に
合
計
所
得
金
額
の
大

小
に
応
じ
て
、
所
得
税
額
が
全
額
免

除
さ
れ
た
り
、
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
損
害
額
が
合
計
所
得
金

額
を
超
え
る
場

合
で
あ
っ
て
も

そ
の
超
え
る
金

額
は
翌
年
以
降

に
繰
越
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
し
い

こ
と
は
税
務
署

税
務
相
談
室

（
8
二
ー
三
一

八
一
）
へ

災害減免法の計算
所得税額

全額免除

2分の1の軽減

4分の1り軽減

　合計所得金額

200万円以下の場合

200万円超～300万円以下

300万円超～400万円以下
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r　

ず
ま
い
お
惨
状
を

干
日
町
大
火
か
ら
七
十
八
年

　
十
日
町
大
火
は
、
七
十
八
年
前
の
明
治
三
十
三
年
六
月
十
日
、

原
町
か
ら
出
火
、
晴
天
続
き
と
折
か
ら
の
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
翌

十
一
日
ま
で
燃
え
続
け
、
焼
失
戸
数
七
百
五
十
≡
尺
被
災
者
数

三
千
八
百
八
十
二
人
、
土
蔵
や
納
屋
を
含
め
た
被
害
総
額
は
当
時

の
価
格
で
二
百
万
円
に
も
及
ん
だ
大
惨
事
で
す
。

　
現
在
の
消
火
体
制
は
、
十
八
個
分
団
千
四
百
七
人
の
消
防
団
員

と
広
域
消
防
職
員
七
十
三
人
で
あ
た
つ
て
お
り
、
消
防
力
は
機
械

力
、
人
的
体
制
と
も
当
時
と
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

あ
の
大
惨
事
が
二
度
と
起
き
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
す
。

大
火
記
念
日
に
ち
な
み
も
う
一
度
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

訟
窒
書
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天
皇
陛
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か
ら
も
見
舞
金
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市内大規模火災の歴史
　　　　　　　　（全焼5戸、死亡者5名以上

h
偽
℃

年　　月 町　名 焼　　失　　戸　　数 備　　考

元文6年2月 2の丁東側 全戸162戸　土蔵36棟

弘化2年3月 袋　　町 全焼11戸

元治元年6月 下条新保 全焼7戸 放火

慶応3年7月 高田町 全焼26戸　半焼5戸　土蔵
2棟

明治8年4月 原町西側 全焼7戸

33年6月 原町西側 全焼752戸土蔵71棟納屋負傷者　5名

123棟　半焼土蔵50棟

大正4年11月 1の丁全焼7戸　半焼2戸
昭和4年6月 江　　道 全焼6戸半焼6戸土蔵1棟

14年7月 2の丁全焼5戸　半焼1戸
15年5月 菅　　沼 全焼11戸土蔵7棟物置3棟

18年1月 山　　本 全焼5棟 工　場

21年8月 姿 全焼5戸

25年5月 池　　谷 全焼8戸

36年5月 土　　市 全焼10戸

36年7月 魚之田川 全焼1戸 死亡者　5名

41年12月 塩ノ又 全焼1戸 死亡者　5名

阿部の太郎氏旧蔵

　六

は原のあたりだったそうです。私の家が燃えたのは次

の日になってからで、最初は水野町は大丈夫だという

ので、役場に命じられて・たき出しを作っていたら・．

だんだん、だんだん火が移ってきたそうです。私はも

1）と2人で招魂社に逃げました。

　水野町には根津さんと私の家と酒蔵が2軒あったの

で火の手が強かったようです。親が良く「3つあった

蔵の扉に味噌をぬって、μ、様をだいて逃げるのがせい

の山だった」と話してました。臼

　今も、火の元は、寝る前に2回見ることにしていま

す。（83歳）

　　　　　　　　火災は無残

　　　　　　　　　　しかし、わりと無関心

　　　　　　　　　　　学校町　大島茂八

　　　　　　　　消防団員になってもう100回以上

も出動しています。そのたびに思うことは、グシや柱

が焼けただれて無残な形をしているのを見るにつけ、

消防で最少限に食いとめなければならないということ

ですね。火災になったら、本当に一瞬のうちに不幸のド

ン底に突き落とされてしまいます。

　けれども、一般の人は火災に対してはワリと無関心

のような気がします。今は、どこの家にも消火器がそ

なえてありますが、若い人やご婦人方は使い方も知ら

ないんじやないでしょうか。

　町内会や婦人会などで使い方の講習会をして欲しい

ものです。

第
十
七
分
団
な
ど
を
表
彰

◎
無
火
災
分
団
表
彰

●
十
ヵ
年
連
続
無
火
災
分
団
（
4
3
i
月
～
）

第
十
七
分
団
（
水
沢
北
部
）

●
五
ヵ
年
連
続
無
火
災
分
団
（
4
8
i
月
～
）

本
部
分
団
・
第
六
分
団

●
一
ヵ
年
無
火
災
分
団
（
5
2
・
－
～
12
月
）

第
二
・
三
・
四
・
五
・
七
・
八
・

　
十
・
十
一
・
十
三
・
十
四
・
十
五

各
分
団
、
警
備
分
団

（
以
上
十
日
町
市
消
防
後
援
会
表
彰
）

　
◎
個
人
表
彰

●
消
防
庁
長
官
表
彰
（
53
・
3
・
7
付
）

　
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
第
十
七
分
団
長
村
山
勇
吉

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
53
・
3
・
7
付
）

　
功
績
章
　
副
団
長
滝
沢
光
義

　
精
績
章
　
副
団
長
小
野
塚
清
一

　
　
第
十
六
分
団
長
上
村
久
夫

　
勤
続
章
（
三
十
年
勤
続
）

　
　
分
団
長
南
雲
一
他
七
名
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　去る5月18日、妙高高原町で大規模な地すべり災

害が発生しました。市では、その災害の実際がどん

なものであったか、災害を防ぐ方法はあるのかどう

うかなど万一の場合に備えて、関係職員が現地を視

察してきました。

　現地でび）説明によると、妙高関山の赤倉山（標高

2144撹）の中腹1600規地点で約30万㎡の土砂崩れが

発生、この土量が白田切川をセキ止め、たん水した

永がヘド・状となり、急勾配な河川（河川勾配あ）

を時速80㎞び）猛スピードで走り、川筋の土石を堀り

崩し、30形び）川巾では土砂を飲みきれなくなり、平

地200形から300規にわたり押出し、妙高高原町新赤

倉温泉地帯ではそび）土石量約90万㎡となり、被害が

増大したというのが実状び）ようでした。

　特に川のカーブしているとこ7）では流下不能とな

り、高さ約20mの断崖を乗り越え、重さ数トンび）岩

石と共に避暑観光施設の寮、別荘、住宅など16戸を

全半壊し、13人の人達を飲みこみました。国道18号

線白田切川にかかる橋脚を洗い、更に、国鉄信越線

鉄橋を破壊する大災害であったグ）です。

　おそらく、防ぎょ方法は現代の土木工学をもって

しても不可能と思われます。

　「災害は忘れた頃にゃってくる」妙高の災害もまさ

にこの一語に一）きる思いがしました。

　緑の高原のところどころに大きな岩石を散見し・

以前にも土石流出の災害場所であったび）ではないか

と感じ、昔は人が住めるようなところではなかった

のだろうと思った。

　観光開発、乱開発こそ要注意であることを、こグ）

災害は教訓としてくれたように思います。

　市内にも地すべり指定地区が17ヵ所あります。指

定地区にはなっていない危険箇所は山間地に点在し

ています。

　融雪期から梅雨期の間は特に災害発生び）おそれが

あります．充分び）ご注意をお願いします。

畦
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醗
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一
日
～
七
日
は
水
道
週
間
で
し
た
。

市
の
水
道
事
業
も
二
十
一
年
経
過
し

ま
し
た
。
給
水
人
口
は
市
勢
の
発
展

と
と
も
に
増
大
し
、
上
水
道
と
十
三

ヵ
所
の
市
営
簡
易
水
道
を
あ
わ
せ
る

と
四
万
二
千
人
余
り
と
な
り
普
及
率
は

市
全
体
の
人
口
に
対
し
て
八
十
四
．
六

％
に
達
し
ま
し
た
。
又
、
一
人
一
日

あ
た
り
の
平
均
給
水
量
も
十
年
間
で

丁
二
五
倍
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
皆
さ
ん
の
需
要
に
応
じ
第
一

期
・
第
二
期
の
拡
張
事
業
を
完
成
さ

せ
、
五
十
一
年
度
か
ら
第
三
期
拡
張

事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
上
水
道
会
計
は
皆
さ
ん
の
水
道
使

災
害
を
受
け
た
と
き
は

　
　
　
税
の
減
免
手
続
を

　
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災

害
を
受
け
た
と
き
は
、
所
得
税
が
軽

減
さ
れ
た
り
免
除
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
そ
の
方
法
に
は
つ
ぎ
の
二
つ
が
あ

り
、
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

一
、
雑
擁
控
除
に
よ
る
方
法

　
損
害
額
が
一
年
間
の
合
計
所
得
金

額
の
十
分
の
一
を
超
え
る
と
き
は
、

そ
の
超
え
る
金
額
を
所
得
金
額
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
損
害

額
が
大
き
す
ぎ
て
控
除
し
き
れ
な
い

と
き
は
、
翌
年
以
降
三
年
間
に
繰
越

し
、
各
年
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

二
、
災
害
減
免
法
に
よ
る
方
法

用
料
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
企

業
会
計
で
す
。
現
在
の
水
道
料
金
は

昭
和
五
十
一
年
四
月
に
改
正
し
た
ま

ま
で
す
の
で
、
そ
れ
以
後
の
電
力
料

金
の
大
巾
値
上
げ
や
人
件
費
ア
ッ
プ

な
ど
で
経
費
が
増
大
し
、
配
水
管
の

改
良
工
事
な
ど
も
国
か
ら
の
借
金
で

ま
か
な
っ
て
い
る
状
態
で
財
政
は
悪

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
経

費
が
増
大
し
な
い
よ
う
節
減
に
つ
と

め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も

給
水
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た

め
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い

ず
れ
皆
さ
ん
の
、
こ
理
解
を
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
宅
や
家
財
に
つ
い
て
、
そ
の
価

額
の
二
分
の
一
以
上
が
損
害
を
受
け
、

し
か
も
、
そ
の
年
の
合
計
所
得
金
額

が
四
百
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、
次

の
表
の
よ
う
に
合
計
所
得
金
額
の
大

小
に
応
じ
て
、
所
得
税
額
が
全
額
免

除
さ
れ
た
り
、
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
損
害
額
が
合
計
所
得
金

額
を
超
え
る
場

合
で
あ
っ
て
も

そ
の
超
え
る
金

額
は
翌
年
以
降

に
繰
越
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
し
い

こ
と
は
税
務
署

税
務
相
談
室

（
8
二
ー
三
一

八
一
）
へ

災害減免法の計算
所得税額

全額免除

2分の1の軽減

4分の1り軽減

　合計所得金額

200万円以下の場合

200万円超～300万円以下

300万円超～400万円以下



ー
b
偽
℃

（4）とお∬伊3（第3種郵便物認可）昭和53年6月10日

ノ顛⑭し曇す！

農
家
の
ニ
ワ
・
茶
の
間

　
　
　
座
敷
に
関
す
る
も
の

藤
　
　
　
　
　
ど

　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
仁

　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
フ

　
　
　
　
　
才

　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
｝
、

　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
コ

梱
閣
囹
剛

恩
瓢9

範
カ
ザ

コナ才ケ

〆

　博物館では、今、来春の開館めざして展示く雪
と織物と信濃川〉の準備におわれていますが次の

資料がなくて困っています。おゆずりください。
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．
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●
●●

● ●o
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●
一

ヒフ串ダケ

　
カ
マ
ス
・

・
ジ
ュ
ウ
棚
・

な
ど
古
い
も
の
。

船
に
使
っ
た
用
具
・
船
乗
り
の
着
用
し
た
も
の
・
岡
船
頭

の
着
用
し
た
も
の
・
船
に
関
し
た
帳
簿
・
文
書
・
絵
図
・

写
真
・
漁
具
（
サ
シ
ア
ミ
・
流
し
ア
ミ
・
胴
ア
ミ
・
ア
テ

カ
ワ
ア
、
…
シ
バ
ア
ミ
・
ツ
ヅ
各
種
）

一
フネノカイ

ー

船や魚とりに関するもの

フネノザフr

蕊拶

サン選カキアミ

～
，
1

ヨツテ；”ア

　●●■」

＿、、く一

ヨーノぐ’コ

（イケ又）

一
．　宅二

多
仁
耳
一

一
ζ一　一

一　　　　，　一　一
一
｝
一
　
　
　
　
　
一

　一　　　　　

　　一
一　　　　　　　　　一一一一一一，、

　
　　一　『

　一一　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　一

一　一～一 ＝
一一

一』 ～ ？　－　T　＿

　一
＝二二＝＝＝

一

ヒッカケカギ

ヤス
ツツ・

　　　博物館資料ありがとうございました（52年II月一53年4月）

島津大渡中中田鐙柳大十根庭遠大尾高矢樋林庭大田大広村霜上生生水
田臨辺林町中島謁茂野田島身新ロ熊野島村島田山垣村越越落
　教　　　　　小　　織織　　　　織
韓伊春忠莫蟻璽物辱誠義ミ物サ茂ト重シく重和常弘醤栄好久
郎員一吉一詩郎校郎八業㈱郎也男ノ㈱キーミ信ゲに吉子茂文郎造雄策
香会蘇駄籍轄矯委藏舗徽菖尊蘇翻再蕎器纂
三　町町町中練南山之組六）山試鉢町町島小町西町西町町麻馬　原菅
し）））雛震鯛合）墜）翫速）ご墓じじじ鯵）超

博
物
館
協
議
会
委
員
を
委
嘱

　
松
井
恒
久
（
西
小
校
長
）
、
早
川
治

夫
（
十
中
校
長
）
、
山
内
軍
平
（
会
社

役
員
）
、
滝
沢
栄
輔
（
会
社
役
員
〉
、

佐
野
良
吉
（
団
体
役
員
）
、
大
島
伊
一

（
印
判
業
）
、
田
村
政
治
（
会
社
役
員
）
、

滝
沢
章
次
（
十
小
P
T
A
会
長
）
、
南

雲
一
郎
（
市
老
連
会
長
）
、
越
村
勝
治

（
市
議
会
総
文
委
員
長
）

　
　
　
　
1
六
月
一
日
付
1

（第3種郵便物認可）昭和53年6月10日

第4回市民芸能祭（前期）

　
　
　
　
　
　
　
　
「

ル
料
　
　
　
部

圏
　
o
　
　
劇

ホ
　
℃
　
　
演

館
無
α
　
J
と

胎
併
べ
鞭

肺
場
駒
夕
嘘

日
　
M
　
の
校

＋
溝
劇
聴

　
　
土
演
相

　
　
（

　
　
　
　
　
と

佃
楽
用
音

　
　
　
　
　
「

　
　
6

＜第1部＞　　音　楽
　　　業黄金の日々

　　　※シンホニックプレリュード　ほか

く第2部＞　　演　劇
　　　「今、このひとときを」

　　　……キャンディーズ解散が

　　　　　　　日本教育界に与えた影響…

＜第3部＞　ポップス
　　　※クワイガワマーチ

　　　米ポップス変奏曲かぞえ歌

　　　米Top　of　The　world

　　　巌ルパン三世　　　　　　ほか

き
中
急
睦

画
す
に
6
知

企
で
鞭
継〔

7月2日（日）夜「民謡の夕べ」

7月9日（日）夜羅馨翻冷同公演

　
　
私
達
は
、
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

　
ス
キ
ー
を
通
し
て
青
春
を
エ
ン
ジ
ョ

　
イ
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
〃
美
し
く
雄
大
な
自
然
の
中
で
、
愉

　
快
な
仲
間
と
語
ら
い
、
青
春
の
喜
び

　
を
見
つ
け
る
”

　
　
七
月
に
は
恒
例
の
「
市
民
ハ
イ
キ

で
頂
ン
グ
」
を
平
標
山
に
計
画
し
て
い
ま

山
山
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
一

機
緒
し
ま
し
ょ
う
・

巻　
　
な
お
、
あ
す
な
ろ
会
で
は
、
山
に

砂
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
こ
れ
か
ら
山

ハ
歩
き
を
、
と
お
考
え
の
方
を
募
っ
て

民
市
い
ま
す
。
公
民
館
で
毎
月
2
回
、
例

　
会
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
お
い
イ
．
」
く

　
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
高
木
タ
イ
プ
、

　
高
橋
ま
で
。
（
8
七
－
八
四
四
四
）

十日町市公民館（費7－5011）

r家庭にこもりがちなお田さんへr
　　ふるさと、十日町を見直す婦人講座の学習が始ま

　りました。さそいあわせてご参加ください。

　　　学習日／毎月第1・3水曜日（8回）
　　　時　　間／午後1時30分～3時30分

　　　会　　場／十日町市公民館

　　　学習万法／講義・話し合い・調査・見学など

　☆本八の宛名書したパガキ5枚を添えて公民館へ申し

　　込んでください。

一一第2回目の学習は6月21日です一一一
　　　＼

とお∬9お

十
日
町
あ
す
な
ろ
会

ひとりひとりを

つなぐ茶の間に

◆
婦
人
講
座

　
今
年
は
、
〃
老
後
を
考
え
る
〃
と

い
う
テ
ー
マ
で
映
画
を
観
、
講
義
を

聞
き
、
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
現

在
二
十
三
名
の
婦
人
が
熱
心
に
学
習

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
四
十
代
ま
で
に
老
後
を
考
え
な
い

と
遅
い
の
で
は
な
い
か
！
　
老
後
を

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
ら
い
い
の
カ
！

そ
れ
ま
で
ど
う
生
き
た
ら
い
い
の
か
！

私
達
の
老
後
は
本
当
に
今
よ
り
保
障

さ
れ
る
の
カ
！
　
な
ど
、
毎
月
一
回

一
月
ま
で
学
習
を
続
け
ま
す
．

◆
婦
人
体
育
教
室

　
若
さ
を
保
つ
た
め
に
、
ま
た
、
若

が
え
り
の
た
め
に
適
度
な
運
動
は
大

切
で
す
。
今
年
は
、
ミ
ニ
　
．
レ
ー

ボ
ー
ル
を
取
り
入
れ
て
や
っ
て
い
ま

す
。
ミ
ニ
　
．
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
．

ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
と
ネ
ッ
ト
を

使
用
し
、
ボ
ー
ル
は
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

を
使
用
し
ま
す
か
ら
け
が
の
心
配
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
．
運
動
量
は

カ
な
り
に
な
り
、
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
三
十
代
、
四
十
代
の
方
に
は
最
適

な
運
動
で
す
。

◆
焼
物
教
室

　
夜
の
部
、
昼
の
部
の
ニ
コ
ー
ス
あ

り
ま
す
。
も
う
数
回
集
ま
り
、
作
品

も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
受
講
生

ま
、
二
十
歳
の
女
性
か
ら
七
十
代
の

方
ま
で
い
・
し
ょ
に
な
’
て
和
気
相

々
と
や
・
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
・
ク
・
を
使
っ
て
の
作

業
に
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
．

　
秋
の
文
化
祭
を
め
さ
し
て
張
り
切

　
て
い
ま
す
。

（5）

イ／
’
ン
～
…
～

◎
こ
ん
な
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

盆
栽
講
座
／
月
一
回
・
十
一
月
ま
で

老
人
講
座
／
年
間
六
回

家
庭
教
育
講
座
／
月
一
回

婦
人
学
級
／
手
芸
・
料
理
A
・
B

　
（
各
年
間
十
一
回
）

二
子
婦
人
学
級
／
月
一
回

東
下
組
婦
人
学
級
／
月
一
回

　
◎
地
区
体
育
祭
（
7
月
2
3
日
）

　
◎
文
化
祭
（
1
0
月
下
旬
）

第4回婦人講座
　き　7月3目（月）

　　　午後8時～10時

ころ下条地区公民館

　来老化現象とその対策

　講師桑原貞子（三条医師
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一

フ
ク
ペ
・
ヒ
ダ
ナ
・
テ
ツ
ビ
ン
・

湯
タ
ン
ポ
・
カ
イ
ロ
・
薬
ブ
ク
ロ

●
そ
の
他

●
●●

● ●o

◎　　　　　◎　　　　　●

●
●
●
一

ヒフ串ダケ

　
カ
マ
ス
・

・
ジ
ュ
ウ
棚
・

な
ど
古
い
も
の
。

船
に
使
っ
た
用
具
・
船
乗
り
の
着
用
し
た
も
の
・
岡
船
頭

の
着
用
し
た
も
の
・
船
に
関
し
た
帳
簿
・
文
書
・
絵
図
・

写
真
・
漁
具
（
サ
シ
ア
ミ
・
流
し
ア
ミ
・
胴
ア
ミ
・
ア
テ

カ
ワ
ア
、
…
シ
バ
ア
ミ
・
ツ
ヅ
各
種
）

一
フネノカイ

ー

船や魚とりに関するもの

フネノザフr

蕊拶

サン選カキアミ

～
，
1

ヨツテ；”ア

　●●■」

＿、、く一

ヨーノぐ’コ

（イケ又）

一
．　宅二

多
仁
耳
一

一
ζ一　一

一　　　　，　一　一
一
｝
一
　
　
　
　
　
一

　一　　　　　

　　一
一　　　　　　　　　一一一一一一，、

　
　　一　『

　一一　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　一

一　一～一 ＝
一一

一』 ～ ？　－　T　＿

　一
＝二二＝＝＝

一

ヒッカケカギ

ヤス
ツツ・

　　　博物館資料ありがとうございました（52年II月一53年4月）

島津大渡中中田鐙柳大十根庭遠大尾高矢樋林庭大田大広村霜上生生水
田臨辺林町中島謁茂野田島身新ロ熊野島村島田山垣村越越落
　教　　　　　小　　織織　　　　織
韓伊春忠莫蟻璽物辱誠義ミ物サ茂ト重シく重和常弘醤栄好久
郎員一吉一詩郎校郎八業㈱郎也男ノ㈱キーミ信ゲに吉子茂文郎造雄策
香会蘇駄籍轄矯委藏舗徽菖尊蘇翻再蕎器纂
三　町町町中練南山之組六）山試鉢町町島小町西町西町町麻馬　原菅
し）））雛震鯛合）墜）翫速）ご墓じじじ鯵）超

博
物
館
協
議
会
委
員
を
委
嘱

　
松
井
恒
久
（
西
小
校
長
）
、
早
川
治

夫
（
十
中
校
長
）
、
山
内
軍
平
（
会
社

役
員
）
、
滝
沢
栄
輔
（
会
社
役
員
〉
、

佐
野
良
吉
（
団
体
役
員
）
、
大
島
伊
一

（
印
判
業
）
、
田
村
政
治
（
会
社
役
員
）
、

滝
沢
章
次
（
十
小
P
T
A
会
長
）
、
南

雲
一
郎
（
市
老
連
会
長
）
、
越
村
勝
治

（
市
議
会
総
文
委
員
長
）

　
　
　
　
1
六
月
一
日
付
1

（第3種郵便物認可）昭和53年6月10日

第4回市民芸能祭（前期）

　
　
　
　
　
　
　
　
「

ル
料
　
　
　
部

圏
　
o
　
　
劇

ホ
　
℃
　
　
演

館
無
α
　
J
と

胎
併
べ
鞭

肺
場
駒
夕
嘘

日
　
M
　
の
校

＋
溝
劇
聴

　
　
土
演
相

　
　
（

　
　
　
　
　
と

佃
楽
用
音

　
　
　
　
　
「

　
　
6

＜第1部＞　　音　楽
　　　業黄金の日々

　　　※シンホニックプレリュード　ほか

く第2部＞　　演　劇
　　　「今、このひとときを」

　　　……キャンディーズ解散が

　　　　　　　日本教育界に与えた影響…

＜第3部＞　ポップス
　　　※クワイガワマーチ

　　　米ポップス変奏曲かぞえ歌

　　　米Top　of　The　world

　　　巌ルパン三世　　　　　　ほか

き
中
急
睦

画
す
に
6
知

企
で
鞭
継〔

7月2日（日）夜「民謡の夕べ」

7月9日（日）夜羅馨翻冷同公演

　
　
私
達
は
、
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

　
ス
キ
ー
を
通
し
て
青
春
を
エ
ン
ジ
ョ

　
イ
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
〃
美
し
く
雄
大
な
自
然
の
中
で
、
愉

　
快
な
仲
間
と
語
ら
い
、
青
春
の
喜
び

　
を
見
つ
け
る
”

　
　
七
月
に
は
恒
例
の
「
市
民
ハ
イ
キ

で
頂
ン
グ
」
を
平
標
山
に
計
画
し
て
い
ま

山
山
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
一

機
緒
し
ま
し
ょ
う
・

巻　
　
な
お
、
あ
す
な
ろ
会
で
は
、
山
に

砂
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
こ
れ
か
ら
山

ハ
歩
き
を
、
と
お
考
え
の
方
を
募
っ
て

民
市
い
ま
す
。
公
民
館
で
毎
月
2
回
、
例

　
会
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
お
い
イ
．
」
く

　
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
高
木
タ
イ
プ
、

　
高
橋
ま
で
。
（
8
七
－
八
四
四
四
）

十日町市公民館（費7－5011）

r家庭にこもりがちなお田さんへr
　　ふるさと、十日町を見直す婦人講座の学習が始ま

　りました。さそいあわせてご参加ください。

　　　学習日／毎月第1・3水曜日（8回）
　　　時　　間／午後1時30分～3時30分

　　　会　　場／十日町市公民館

　　　学習万法／講義・話し合い・調査・見学など

　☆本八の宛名書したパガキ5枚を添えて公民館へ申し

　　込んでください。

一一第2回目の学習は6月21日です一一一
　　　＼

とお∬9お

十
日
町
あ
す
な
ろ
会

ひとりひとりを

つなぐ茶の間に

◆
婦
人
講
座

　
今
年
は
、
〃
老
後
を
考
え
る
〃
と

い
う
テ
ー
マ
で
映
画
を
観
、
講
義
を

聞
き
、
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
現

在
二
十
三
名
の
婦
人
が
熱
心
に
学
習

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
四
十
代
ま
で
に
老
後
を
考
え
な
い

と
遅
い
の
で
は
な
い
か
！
　
老
後
を

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
ら
い
い
の
カ
！

そ
れ
ま
で
ど
う
生
き
た
ら
い
い
の
か
！

私
達
の
老
後
は
本
当
に
今
よ
り
保
障

さ
れ
る
の
カ
！
　
な
ど
、
毎
月
一
回

一
月
ま
で
学
習
を
続
け
ま
す
．

◆
婦
人
体
育
教
室

　
若
さ
を
保
つ
た
め
に
、
ま
た
、
若

が
え
り
の
た
め
に
適
度
な
運
動
は
大

切
で
す
。
今
年
は
、
ミ
ニ
　
．
レ
ー

ボ
ー
ル
を
取
り
入
れ
て
や
っ
て
い
ま

す
。
ミ
ニ
　
．
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
．

ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
と
ネ
ッ
ト
を

使
用
し
、
ボ
ー
ル
は
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

を
使
用
し
ま
す
か
ら
け
が
の
心
配
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
．
運
動
量
は

カ
な
り
に
な
り
、
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
三
十
代
、
四
十
代
の
方
に
は
最
適

な
運
動
で
す
。

◆
焼
物
教
室

　
夜
の
部
、
昼
の
部
の
ニ
コ
ー
ス
あ

り
ま
す
。
も
う
数
回
集
ま
り
、
作
品

も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
受
講
生

ま
、
二
十
歳
の
女
性
か
ら
七
十
代
の

方
ま
で
い
・
し
ょ
に
な
’
て
和
気
相

々
と
や
・
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
・
ク
・
を
使
っ
て
の
作

業
に
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
．

　
秋
の
文
化
祭
を
め
さ
し
て
張
り
切

　
て
い
ま
す
。

（5）

イ／
’
ン
～
…
～

◎
こ
ん
な
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

盆
栽
講
座
／
月
一
回
・
十
一
月
ま
で

老
人
講
座
／
年
間
六
回

家
庭
教
育
講
座
／
月
一
回

婦
人
学
級
／
手
芸
・
料
理
A
・
B

　
（
各
年
間
十
一
回
）

二
子
婦
人
学
級
／
月
一
回

東
下
組
婦
人
学
級
／
月
一
回

　
◎
地
区
体
育
祭
（
7
月
2
3
日
）

　
◎
文
化
祭
（
1
0
月
下
旬
）

第4回婦人講座
　き　7月3目（月）

　　　午後8時～10時

ころ下条地区公民館

　来老化現象とその対策

　講師桑原貞子（三条医師



ー
臥
q
o
℃

（6）

とお∬93（第3種郵便物認可）昭和53年6月10日

　　　　　　　嘱奪翼醒

髭一、点
六幽L膨60び

辱廼：

　》ゼ，
曝、壷

際　　㌧
ガッチリ握手〃一秋山松代町長（手前）と池田助役

　北越北線薬師峠トンネルが・6月6日貫通しました。

　薬師峠トンネルは、信濃川左岸の十日町市鐙坂から松代

町犬伏まで直線で結ぶ長さ5，994常のトンネルで、途中ト

ンネル内で列車が行違をするため680勉の複線部分があり

ます。

　工事は、東工区（3．6㎞）を㈱間組が48年8月に、西工区

（2．4㎞）は㈱奥村組が48年11月にそれぞれ着工していまし

た。両工区ともたびたびの出水に悩まされながρ）、このほ

ど喜びの貫通式をむかえたものです。

　貫通式には、十日町市側入口から川島鉄建公団副総裁、

浜東京支社長、池田十日町市助役、松代町側入口から関新

潟県副知事、川室新潟県議会議長、秋山松代町長ら100人

がトンネル内に入り貫通を喜びあいました。

　北越北線は、現在、六日町・十日町間の路盤工事は、赤

倉トンネルの一部残工事と橋桁の架設工事を除きほぼ終っ

ています。十日町・犀潟間については、用地買収とこのた

び貫通した薬師峠トンネル及び鍋立山トンネルの工事を施

行中です。

　上越新幹線の開通にあわせて早期の完成が待たれます。

…
◎
北
越
北
線
工
事
の
沿
革
…

…
昭
和
3
9
年
9
月
　
工
事
線
に
指
示
一

…
さ
れ
る
（
六
目
町
・
直
江
津
間
延
…

一
長
六
十
八
・
七
キ
。
材
）

一
4
3
年
3
月
　
工
事
実
施
計
画
認
可
…

（
六
日
町
・
十
目
町
間
延
長
十
五
・
…

…
九
キ
。
琶

…
同
年
8
月
　
六
日
町
．
十
日
町
間
…

ロ
エ
事
着
手

…
4
4
年
9
月
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
エ
事
　

㎜
着
手

47

年
8
月
十
日
町
高
架
橋
エ
事
㎜

着
手
同
年
1
0
月
　
工
事
実
施
計
画
認
可
…

…
十
日
町
・
犀
潟
間
四
十
三
・
七
キ
・
折
…

㎜
4
8
年
3
月
十
日
町
犀
潟
間
エ
事
…

㎜
着
手
、
十
日
町
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手
㎜

…
4
9
年
1
月
十
日
町
高
架
橋
完
成
…

…
5
0
年
6
月
薬
師
峠
・
鍋
立
山
両
…

…
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手

㎜
同
年
皿
月
　
十
日
町
ト
ン
ネ
ル
完
…

…
成

｝
51
年
1
月
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
貫
通
…

…
◎
52
年
度
末
現
在

…
◆
施
行
済
み
延
長
二
十
丁
六
キ
焉
烈

㎜
◆
赤
倉
、
薬
師
峠
、
鍋
立
山
各
ト
ン
…

一
■
陣
捗
藩
撮
江
庄
農
仇
琉
瀬
頴
」

　
　
　
　
　
　
｝
ル

　
4
「
　
　
　
倉
ネ

　
　
　
　
　
　
　
噛
！

　
　
　
　
　
ヤ
日
町
駅
瓢
肺

3
2
　
　
　
閏
相

マ
　）　　川酉晦

　し〈．　！一．
松伐町’＞ー

　　　　　　イ

障害福祉年金（2級）をうけられる
廃疾の状態（鴎輸の障害軸2継本表と同じ》

　
　
　
　
　
　
　
　
の

お
の
お
著
機
す
す
も
す
機
足
能
す
掲
は
前
あ
か

　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

肢
く
肢
能
肢
肢
肢
す
肢
肢
肢
の
を
号
害
状
態
け

　
　
　
　
1
1
1
を
両
1
1
体
障
前
の

6
　
7
　
8
9
1
0
　
1
1
1
2
1
3
1
4

　
　
　
　
の

て
に
節
歩
も
る
期
号
て
又
を
あ
る
障
す
同

　
　
　
　
る

　
の
を
機
有
に
又
が
で
る
る
障
め
機
力
各
の

15．前各号に掲げるもののほか、身体の機能

　　の障害又は長期にわたる安静を必要とす

　　る病状が前各号と同程度以上と認められ

　　る状態であって、日常生活が著しい制限

　　を受けるか、又は日常生活に著しい制限

　　を加えることを必要とする程度のもの

16．精神の障害であって、前各号と同程度以

　　上と認められる程度のもの

17．身体の機能の障害若しくは病状又は精神

　　の障害が重複する場合であって・その状

　　態が前各号と同程度以上と認められる程

　　度のもの

戸鱒桝ル

儲

こ
ん
な
人
は
す
ぐ
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障
害
福
祉
年
金

　
障
害
福
祉
年
金
は
、
い
ま
ま
で
日

常
生
活
が
自
分
だ
け
で
は
で
き
ず
、

他
人
の
介
護
を
必
要
と
す
る
重
い
障

害
者
に
限
り
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
に

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
支

給
範
囲
が
広
げ
ら
れ
て
比
較
的
軽
い

障
害
者
（
右
表
）
に
も
障
害
福
祉
年

金
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
該
当
さ
れ
て
い
る
方
で
、
ま
だ
障

害
福
祉
年
金
の
支
給
範
囲
が
拡
大
さ

れ
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
手
続
き
の
済

ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め
に
市
民
課

国
民
年
金
係
（
8
七
－
三
一
一
一
内

二
一
九
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

8盗屡沼　た鵬
ゆ軌聡ゴ　る0¢
　　　　未成年者と禁煙法

　未成年者喫煙禁止法が生まれたのは明治33年

のこと。以来4分の3世紀以上にわたって、こ
の法律は生きつづけている。世界各国ても若者

の喫煙については規制措置をとってはいるもの

の、その内容はまちまち。

　たとえば、アメリカの場合は、州ごとに未成

年者に対する販売禁止措置がとられているが年

齢は16歳から18歳未満まてと州によって違う。

イタりアは18歳未満、イギりス・カナダ・オー

ストラリア・ノルウェーは、16歳未満、オース
トリアの場合は首都ウィーンては18歳、その他

の地区ては16歳以下の喫煙が禁止されている。

　おもしろいのは、西トイツて、16歳未満の若
者は、公共の場所てはたばこを吸ってはいけな

いという規則があるだけ。それも、16歳以下て

あっても結婚していれば、男女ともおおっびら

に吸ってもいっこうにおかまいなし、というイ

キなただし書までついているそうだ。

障害福祉年金

：
（
、20～　　歳力・ら

20歳前、、

嶋
．
0

卸

囮
　
障
害
福
祉
年
金
と
は
…

　
　
◎
初
診
日
（
初
め
て
医
師
に
か

　
か
っ
た
日
）
ま
で
の
国
民
年
金

　
加
入
期
間
が
短
か
く
、
拠
出
制

の
障
害
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
が
、

初
診
日
ま
で
の
加
入
期
間
に
保
険
料

の
未
納
が
な
い
と
き
。

◎
初
診
日
が
二
十
歳
前
か
昭
和
三
十

六
年
四
月
一
日
前
に
あ
る
人
。

◎
高
齢
の
た
め
国
民
年
金
に
加
入
で

き
な
か
っ
た
人
で
、
廃
疾
認
定
日
が

七
十
歳
未
満
の
人
。
た
だ
し
明
治
四

十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
生
れ
た
人

に
限
る
。
…
…
が
支
給
対
象
で
す
。

米
廃
疾
認
定
日
と
は
、
障
害
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
基
準
と
な
る
日
で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和53年6月10日

新潟県林業振興大会

㌔魚沼地方植樹祭

　
第
六
回
魚
沼
地
方
植
樹
祭
と
第
二
十
二
回
新
潟
県
林
業
振

興
大
会
が
、
六
月
二
十
日
開
か
れ
ま
す
。

　
植
樹
祭
は
、
魚
沼
地
方
の
造
林
推
進
と
地
域
林
業
の
振
興

を
は
か
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
塩
之
又
部
落
入
会
林
で
、
参
加

者
全
員
に
よ
る
杉
苗
千
五
百
本
の
記
念
植
樹
、
公
共
施
設
に

配
布
さ
れ
る
記
念
緑
化
樹
の
贈
呈
、
功
労
者
、
緑
化
ポ
ス
タ

ー
標
語
の
優
秀
作
品
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
午
後
か
ら
は
、
市
民
会
館
で
、
魚
沼
地
方
植
樹
祭
の
参
加

者
に
、
県
下
の
林
業
関
係
者
を
加
え
て
、
第
二
十
二
回
新
潟

県
林
業
振
興
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
県
下
の
林
業
者
林
業
団
体
の
関
係
者
を

一
同
に
集
め
て
、
今
後
の
林
業
振
興
の
方
策
を
協
議
し
ま
す
。

市
民
会
館
で
は
「
魚
沼
の
林
業
展
示
会
」
も
開
か
れ
ま
す
。

とお∬9コ旨㎝

　
今
年
か
ら
中
核
林
業
振
興
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
・
農

林
課
で
は
林
業
地
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
林
業
相
談
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
山
林
所
有
者
や
、
キ
ノ
コ
や
桐

な
ど
の
特
殊
林
産
物
の
生
産
者
の

方
で
、
技
術
的
な
こ
と
で
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
林
務
係

［
淋
諜
湘
談
を
開
設

ノ
0
3
0
0
3
Q
O
3
0
0
3
0
0
q
O
Q
ワ

　
本
町
二
丁
目
の
高
田
町
と
の
交
叉

点
か
ら
、
本
町
六
丁
目
の
派
出
所
前

交
叉
点
の
間
に
、
車
輔
進
行
方
向
通

行
区
分
が
設
け
ら
れ
た
の
に
お
気
づ

に
、
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。
の
ち
ほ
ど

小
千
谷
林
業
事
務
所
の
林
業
改
良

指
導
員
が
現
地
で
指
導
し
て
く
れ

ま
す
。

　
相
談
事
項
は
、
造
林
・
特
殊
林

産
物
生
産
・
林
業
経
営
・
苗
畑
・

緑
化
（
鉢
も
の
は
除
く
）
な
ど
で
す
、
、

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
先
／
市
農
林
課
林
務
係

　
（
魯
七
⊥
一
二
一
一
内
二
六
六
）

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施
ノ

　
は
か
り
の
定
期
検
査
を
つ
ぎ
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
検
査
を
必
要
と
す

る
は
か
り
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
受

検
し
て
く
だ
さ
い
．

■
定
期
検
査
を
受
け
る
は
か
り

　
取
引
（
売
買
）
又
は
証
明
用
に
使

用
し
て
い
る
は
か
り
、
商
店
、
露
店
、

運
送
業
、
工
場
、
事
業
所
、
農
協
等

’
、
、
使
用
し
て
い
る
は
か
り
、
学
校
・

巽，雄へ鵡蛍

　』　　1．ン．．等’z
‘．l　　　 　づ

環
境
週
間
で
す
（
5
日
～
H
日
）

病
院
等
で
使
用
し
て
い
る
体
重
計
は

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
．

■
定
期
検
査
を
受
け
な
く
て
も
よ
い

　
は
か
り

　
学
校
の
教
材
用
は
か
り
、
農
家
の

供
米
用
試
は
か
り
、
日
通
・
国
鉄
・

郵
便
局
等
で
使
用
し
て
い
る
は
か
り

■
そ
の
他
の
注
意

①
検
査
当
泊
は
「
計
量
器
使
用
者
調

査
書
」
の
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電

話
欄
に
必
ず
記
入
し
て
か
ら
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

②
検
査
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

③
す
だ
つ
け
は
か
り
の
所
有
者
は
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

会
場
　
市
民
体
育
館

受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
十
一
時

午
後
一
時
半
～
三
時
半

■
検
査
日

七
月
四
日
本
町
一
丁
目
上
ド
・
本

町
東
、
西
一
丁
目
・
本
町
二
～
六
丁

き
で
す
か
。

　
こ
れ
は
、
右
折
時
の
事
故
が
多
い

の
で
そ
の
事
故
防
止
と
、
交
通
の
流

れ
を
よ
く
す
る
た
め
に
五
月
末
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
通
行
方
法
は
、
交
叉
点
附
近
の
路

面
に
標
示
し
て
あ
る
矢
印
に
し
た
が

っ
て
、
右
折
車
は
早
目
に
進
路
を
変

更
し
て
道
路
の
中
央
寄
り
車
線
に
進

み
、
直
進
車
及
び
左
折
車
は
そ
の
ま

ま
の
車
線
を
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
白

い
斜
線
で
囲
ん
だ
ゼ
ブ
ラ
（
安
全
地

帯
）
に
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
道
路
い
っ
ぱ
い
に
通
行
区
分
を
設

け
て
あ
り
ま
す
の
で
駐
車
を
す
る
余

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
々
、
こ
の
区

間
は
駐
車
禁
止
区
域
で
す
．
駐
車
を

し
て
あ
る
と
交
通
渋
滞
を
起
こ
し
た

り
、
交
通
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目
・
袋
町
東
、
西
、
中
・
高
田
町
一
、

二
丁
目
。

七
月
五
日
　
高
田
町
三
東
、
西
、
南
・

丸
山
町
・
昭
和
町
一
～
四
丁
目
・
西

寺
町
・
七
軒
町
・
泉
町
・
賀
賀
糸
屋
・

関
口
樋
口
町
・
駅
通
り
・
西
浦
東
、

西
・
旭
町
・
稲
荷
町
全
域
・
西
本
町
・

千
代
田
町
・
八
幡
田
町
・
下
川
原
・

宮
下
西
、
東
・
諏
訪
町
・
神
明
町
・

学
校
町
一
、
二
・
水
野
町
・
若
宮
町

七
月
六
日
　
田
中
町
全
域
・
川
原
町
・

上
川
町
・
田
川
町
全
域
・
島
・
江
道
・

猿
倉
・
本
町
七
・
高
山
二
～
四
・
錦

町
・
美
雪
町
・
桜
木
町
・
春
日
町
・

高
田
町
四
、
五
・
山
本
町
一
～
五
・

寿
町
・
千
歳
町
・
河
内
町

　
＊
　
は
か
り
を
お
持
ち
の
方
で
受

検
し
な
い
で
取
引
証
明
に
使
用
す
る

と
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

音
ゆ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
予
定
納
税
は

　
　
七
月
三
十
一
日
ま
で

　
所
得
税
第
一
期
分
の
予
定
納
税
は

七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
．
納
め
て
い
た
だ
く
金
額
は
、

　石坂正隆さんら3人に
　　県体育協会表彰
　このほど、県体育協会では、52年度の体

育功労章、優秀競技者賞の受賞者を発表し

ました。

　市内からは、体育功労章に石坂正隆さん

（昭和町）、優秀競技者賞に品川達平さん（山

本〉茂野和子さん（三和町）が選ばれました。

　石坂さんは、戦前は野球部の選手として

活躍、戦後は十日町体育協会、野球協会の

戦後創設発起人として協会の設立に参画し

その後、野球協会長、十日町市体育協会長

として、積極的に団体の育成や後進の指導

にあたってこられたものです。

　品川さんは、33回国民体育大会、スキー

距離競技、教員の部で2位に入賞、茂野さ

んは、十日町高校在学中に、第12回全国高

校定通制陸上大会の400規で2位に入賞し

た成績が誌められたものです。

す
で
に
税
務
署
か
ら
皆
さ
ん
に
通
知

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
に
遅
れ

な
い
よ
う
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
予
定
納
税
の
減
額
は

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
方
は
予
定
納
税
額

の
減
額
申
請
が
で
き
ま
す
。

①
廃
業
、
休
業
、
転
業
、
失
業
を
し

た
と
き
。

②
災
害
、
盗
難
、
横
領
に
あ
っ
た
と

き
。③
結
婚
や
出
生
に
よ
っ
て
所
得
控
除

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
。

④
景
気
の
変
動
な
ど
に
よ
り
、
営
業

不
振
と
な
り
本
年
分
の
所
得
が
相
当

少
な
く
な
る
よ
う
な
と
き
。

　
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
税
務
署

税
務
相
談
室
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
．

浄
化
槽
清
掃
料
金
（
追
加
）

　
五
月
二
十
五
日
発
行
の
市
報
と
お

か
ま
ち
お
知
ら
せ
版
の
七
ぺ
ー
ジ
、

「
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
た
ら
」
の
浄

化
槽
清
掃
料
金
表
の
注
意
書
で
、
◎

清
掃
料
金
1
5
，
規
～
5
㎡
ま
で
㎝
，
規
増

す
毎
に
七
百
二
十
円
加
算

の
一
行
が
ぬ
け
て
い
ま
し
為
．
追
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
、
問
い
合
わ

せ
は
衛
生
セ
ン
ダ
ー
（
8
七
⊥
七
五
一
）
へ

今月の納税…市県民税第1期・国民健康保険料第2期（納期限6月30日）
、



ー
臥
q
o
℃
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　　　　　　　嘱奪翼醒

髭一、点
六幽L膨60び

辱廼：

　》ゼ，
曝、壷

際　　㌧
ガッチリ握手〃一秋山松代町長（手前）と池田助役

　北越北線薬師峠トンネルが・6月6日貫通しました。

　薬師峠トンネルは、信濃川左岸の十日町市鐙坂から松代

町犬伏まで直線で結ぶ長さ5，994常のトンネルで、途中ト

ンネル内で列車が行違をするため680勉の複線部分があり

ます。

　工事は、東工区（3．6㎞）を㈱間組が48年8月に、西工区

（2．4㎞）は㈱奥村組が48年11月にそれぞれ着工していまし

た。両工区ともたびたびの出水に悩まされながρ）、このほ

ど喜びの貫通式をむかえたものです。

　貫通式には、十日町市側入口から川島鉄建公団副総裁、

浜東京支社長、池田十日町市助役、松代町側入口から関新

潟県副知事、川室新潟県議会議長、秋山松代町長ら100人

がトンネル内に入り貫通を喜びあいました。

　北越北線は、現在、六日町・十日町間の路盤工事は、赤

倉トンネルの一部残工事と橋桁の架設工事を除きほぼ終っ

ています。十日町・犀潟間については、用地買収とこのた

び貫通した薬師峠トンネル及び鍋立山トンネルの工事を施

行中です。

　上越新幹線の開通にあわせて早期の完成が待たれます。

…
◎
北
越
北
線
工
事
の
沿
革
…

…
昭
和
3
9
年
9
月
　
工
事
線
に
指
示
一

…
さ
れ
る
（
六
目
町
・
直
江
津
間
延
…

一
長
六
十
八
・
七
キ
。
材
）

一
4
3
年
3
月
　
工
事
実
施
計
画
認
可
…

（
六
日
町
・
十
目
町
間
延
長
十
五
・
…

…
九
キ
。
琶

…
同
年
8
月
　
六
日
町
．
十
日
町
間
…

ロ
エ
事
着
手

…
4
4
年
9
月
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
エ
事
　

㎜
着
手

47

年
8
月
十
日
町
高
架
橋
エ
事
㎜

着
手
同
年
1
0
月
　
工
事
実
施
計
画
認
可
…

…
十
日
町
・
犀
潟
間
四
十
三
・
七
キ
・
折
…

㎜
4
8
年
3
月
十
日
町
犀
潟
間
エ
事
…

㎜
着
手
、
十
日
町
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手
㎜

…
4
9
年
1
月
十
日
町
高
架
橋
完
成
…

…
5
0
年
6
月
薬
師
峠
・
鍋
立
山
両
…

…
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手

㎜
同
年
皿
月
　
十
日
町
ト
ン
ネ
ル
完
…

…
成

｝
51
年
1
月
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
貫
通
…

…
◎
52
年
度
末
現
在

…
◆
施
行
済
み
延
長
二
十
丁
六
キ
焉
烈

㎜
◆
赤
倉
、
薬
師
峠
、
鍋
立
山
各
ト
ン
…

一
■
陣
捗
藩
撮
江
庄
農
仇
琉
瀬
頴
」

　
　
　
　
　
　
｝
ル

　
4
「
　
　
　
倉
ネ

　
　
　
　
　
　
　
噛
！

　
　
　
　
　
ヤ
日
町
駅
瓢
肺

3
2
　
　
　
閏
相

マ
　）　　川酉晦

　し〈．　！一．
松伐町’＞ー

　　　　　　イ

障害福祉年金（2級）をうけられる
廃疾の状態（鴎輸の障害軸2継本表と同じ》

　
　
　
　
　
　
　
　
の

お
の
お
著
機
す
す
も
す
機
足
能
す
掲
は
前
あ
か

　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

肢
く
肢
能
肢
肢
肢
す
肢
肢
肢
の
を
号
害
状
態
け

　
　
　
　
1
1
1
を
両
1
1
体
障
前
の

6
　
7
　
8
9
1
0
　
1
1
1
2
1
3
1
4

　
　
　
　
の

て
に
節
歩
も
る
期
号
て
又
を
あ
る
障
す
同

　
　
　
　
る

　
の
を
機
有
に
又
が
で
る
る
障
め
機
力
各
の

15．前各号に掲げるもののほか、身体の機能

　　の障害又は長期にわたる安静を必要とす

　　る病状が前各号と同程度以上と認められ

　　る状態であって、日常生活が著しい制限

　　を受けるか、又は日常生活に著しい制限

　　を加えることを必要とする程度のもの

16．精神の障害であって、前各号と同程度以

　　上と認められる程度のもの

17．身体の機能の障害若しくは病状又は精神

　　の障害が重複する場合であって・その状

　　態が前各号と同程度以上と認められる程

　　度のもの

戸鱒桝ル

儲

こ
ん
な
人
は
す
ぐ
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障
害
福
祉
年
金

　
障
害
福
祉
年
金
は
、
い
ま
ま
で
日

常
生
活
が
自
分
だ
け
で
は
で
き
ず
、

他
人
の
介
護
を
必
要
と
す
る
重
い
障

害
者
に
限
り
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
に

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
支

給
範
囲
が
広
げ
ら
れ
て
比
較
的
軽
い

障
害
者
（
右
表
）
に
も
障
害
福
祉
年

金
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
該
当
さ
れ
て
い
る
方
で
、
ま
だ
障

害
福
祉
年
金
の
支
給
範
囲
が
拡
大
さ

れ
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
手
続
き
の
済

ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め
に
市
民
課

国
民
年
金
係
（
8
七
－
三
一
一
一
内

二
一
九
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

8盗屡沼　た鵬
ゆ軌聡ゴ　る0¢
　　　　未成年者と禁煙法

　未成年者喫煙禁止法が生まれたのは明治33年

のこと。以来4分の3世紀以上にわたって、こ
の法律は生きつづけている。世界各国ても若者

の喫煙については規制措置をとってはいるもの

の、その内容はまちまち。

　たとえば、アメリカの場合は、州ごとに未成

年者に対する販売禁止措置がとられているが年

齢は16歳から18歳未満まてと州によって違う。

イタりアは18歳未満、イギりス・カナダ・オー

ストラリア・ノルウェーは、16歳未満、オース
トリアの場合は首都ウィーンては18歳、その他

の地区ては16歳以下の喫煙が禁止されている。

　おもしろいのは、西トイツて、16歳未満の若
者は、公共の場所てはたばこを吸ってはいけな

いという規則があるだけ。それも、16歳以下て

あっても結婚していれば、男女ともおおっびら

に吸ってもいっこうにおかまいなし、というイ

キなただし書までついているそうだ。

障害福祉年金

：
（
、20～　　歳力・ら

20歳前、、

嶋
．
0

卸

囮
　
障
害
福
祉
年
金
と
は
…

　
　
◎
初
診
日
（
初
め
て
医
師
に
か

　
か
っ
た
日
）
ま
で
の
国
民
年
金

　
加
入
期
間
が
短
か
く
、
拠
出
制

の
障
害
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
が
、

初
診
日
ま
で
の
加
入
期
間
に
保
険
料

の
未
納
が
な
い
と
き
。

◎
初
診
日
が
二
十
歳
前
か
昭
和
三
十

六
年
四
月
一
日
前
に
あ
る
人
。

◎
高
齢
の
た
め
国
民
年
金
に
加
入
で

き
な
か
っ
た
人
で
、
廃
疾
認
定
日
が

七
十
歳
未
満
の
人
。
た
だ
し
明
治
四

十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
生
れ
た
人

に
限
る
。
…
…
が
支
給
対
象
で
す
。

米
廃
疾
認
定
日
と
は
、
障
害
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
基
準
と
な
る
日
で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和53年6月10日

新潟県林業振興大会

㌔魚沼地方植樹祭

　
第
六
回
魚
沼
地
方
植
樹
祭
と
第
二
十
二
回
新
潟
県
林
業
振

興
大
会
が
、
六
月
二
十
日
開
か
れ
ま
す
。

　
植
樹
祭
は
、
魚
沼
地
方
の
造
林
推
進
と
地
域
林
業
の
振
興

を
は
か
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
塩
之
又
部
落
入
会
林
で
、
参
加

者
全
員
に
よ
る
杉
苗
千
五
百
本
の
記
念
植
樹
、
公
共
施
設
に

配
布
さ
れ
る
記
念
緑
化
樹
の
贈
呈
、
功
労
者
、
緑
化
ポ
ス
タ

ー
標
語
の
優
秀
作
品
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
午
後
か
ら
は
、
市
民
会
館
で
、
魚
沼
地
方
植
樹
祭
の
参
加

者
に
、
県
下
の
林
業
関
係
者
を
加
え
て
、
第
二
十
二
回
新
潟

県
林
業
振
興
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
県
下
の
林
業
者
林
業
団
体
の
関
係
者
を

一
同
に
集
め
て
、
今
後
の
林
業
振
興
の
方
策
を
協
議
し
ま
す
。

市
民
会
館
で
は
「
魚
沼
の
林
業
展
示
会
」
も
開
か
れ
ま
す
。

とお∬9コ旨㎝

　
今
年
か
ら
中
核
林
業
振
興
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
・
農

林
課
で
は
林
業
地
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
林
業
相
談
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
山
林
所
有
者
や
、
キ
ノ
コ
や
桐

な
ど
の
特
殊
林
産
物
の
生
産
者
の

方
で
、
技
術
的
な
こ
と
で
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
林
務
係

［
淋
諜
湘
談
を
開
設

ノ
0
3
0
0
3
Q
O
3
0
0
3
0
0
q
O
Q
ワ

　
本
町
二
丁
目
の
高
田
町
と
の
交
叉

点
か
ら
、
本
町
六
丁
目
の
派
出
所
前

交
叉
点
の
間
に
、
車
輔
進
行
方
向
通

行
区
分
が
設
け
ら
れ
た
の
に
お
気
づ

に
、
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。
の
ち
ほ
ど

小
千
谷
林
業
事
務
所
の
林
業
改
良

指
導
員
が
現
地
で
指
導
し
て
く
れ

ま
す
。

　
相
談
事
項
は
、
造
林
・
特
殊
林

産
物
生
産
・
林
業
経
営
・
苗
畑
・

緑
化
（
鉢
も
の
は
除
く
）
な
ど
で
す
、
、

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
先
／
市
農
林
課
林
務
係

　
（
魯
七
⊥
一
二
一
一
内
二
六
六
）

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施
ノ

　
は
か
り
の
定
期
検
査
を
つ
ぎ
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
検
査
を
必
要
と
す

る
は
か
り
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
受

検
し
て
く
だ
さ
い
．

■
定
期
検
査
を
受
け
る
は
か
り

　
取
引
（
売
買
）
又
は
証
明
用
に
使

用
し
て
い
る
は
か
り
、
商
店
、
露
店
、

運
送
業
、
工
場
、
事
業
所
、
農
協
等

’
、
、
使
用
し
て
い
る
は
か
り
、
学
校
・

巽，雄へ鵡蛍

　』　　1．ン．．等’z
‘．l　　　 　づ

環
境
週
間
で
す
（
5
日
～
H
日
）

病
院
等
で
使
用
し
て
い
る
体
重
計
は

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
．

■
定
期
検
査
を
受
け
な
く
て
も
よ
い

　
は
か
り

　
学
校
の
教
材
用
は
か
り
、
農
家
の

供
米
用
試
は
か
り
、
日
通
・
国
鉄
・

郵
便
局
等
で
使
用
し
て
い
る
は
か
り

■
そ
の
他
の
注
意

①
検
査
当
泊
は
「
計
量
器
使
用
者
調

査
書
」
の
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電

話
欄
に
必
ず
記
入
し
て
か
ら
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

②
検
査
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

③
す
だ
つ
け
は
か
り
の
所
有
者
は
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

会
場
　
市
民
体
育
館

受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
十
一
時

午
後
一
時
半
～
三
時
半

■
検
査
日

七
月
四
日
本
町
一
丁
目
上
ド
・
本

町
東
、
西
一
丁
目
・
本
町
二
～
六
丁

き
で
す
か
。

　
こ
れ
は
、
右
折
時
の
事
故
が
多
い

の
で
そ
の
事
故
防
止
と
、
交
通
の
流

れ
を
よ
く
す
る
た
め
に
五
月
末
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
通
行
方
法
は
、
交
叉
点
附
近
の
路

面
に
標
示
し
て
あ
る
矢
印
に
し
た
が

っ
て
、
右
折
車
は
早
目
に
進
路
を
変

更
し
て
道
路
の
中
央
寄
り
車
線
に
進

み
、
直
進
車
及
び
左
折
車
は
そ
の
ま

ま
の
車
線
を
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
白

い
斜
線
で
囲
ん
だ
ゼ
ブ
ラ
（
安
全
地

帯
）
に
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
道
路
い
っ
ぱ
い
に
通
行
区
分
を
設

け
て
あ
り
ま
す
の
で
駐
車
を
す
る
余

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
々
、
こ
の
区

間
は
駐
車
禁
止
区
域
で
す
．
駐
車
を

し
て
あ
る
と
交
通
渋
滞
を
起
こ
し
た

り
、
交
通
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目
・
袋
町
東
、
西
、
中
・
高
田
町
一
、

二
丁
目
。

七
月
五
日
　
高
田
町
三
東
、
西
、
南
・

丸
山
町
・
昭
和
町
一
～
四
丁
目
・
西

寺
町
・
七
軒
町
・
泉
町
・
賀
賀
糸
屋
・

関
口
樋
口
町
・
駅
通
り
・
西
浦
東
、

西
・
旭
町
・
稲
荷
町
全
域
・
西
本
町
・

千
代
田
町
・
八
幡
田
町
・
下
川
原
・

宮
下
西
、
東
・
諏
訪
町
・
神
明
町
・

学
校
町
一
、
二
・
水
野
町
・
若
宮
町

七
月
六
日
　
田
中
町
全
域
・
川
原
町
・

上
川
町
・
田
川
町
全
域
・
島
・
江
道
・

猿
倉
・
本
町
七
・
高
山
二
～
四
・
錦

町
・
美
雪
町
・
桜
木
町
・
春
日
町
・

高
田
町
四
、
五
・
山
本
町
一
～
五
・

寿
町
・
千
歳
町
・
河
内
町

　
＊
　
は
か
り
を
お
持
ち
の
方
で
受

検
し
な
い
で
取
引
証
明
に
使
用
す
る

と
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

音
ゆ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
予
定
納
税
は

　
　
七
月
三
十
一
日
ま
で

　
所
得
税
第
一
期
分
の
予
定
納
税
は

七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
．
納
め
て
い
た
だ
く
金
額
は
、

　石坂正隆さんら3人に
　　県体育協会表彰
　このほど、県体育協会では、52年度の体

育功労章、優秀競技者賞の受賞者を発表し

ました。

　市内からは、体育功労章に石坂正隆さん

（昭和町）、優秀競技者賞に品川達平さん（山

本〉茂野和子さん（三和町）が選ばれました。

　石坂さんは、戦前は野球部の選手として

活躍、戦後は十日町体育協会、野球協会の

戦後創設発起人として協会の設立に参画し

その後、野球協会長、十日町市体育協会長

として、積極的に団体の育成や後進の指導

にあたってこられたものです。

　品川さんは、33回国民体育大会、スキー

距離競技、教員の部で2位に入賞、茂野さ

んは、十日町高校在学中に、第12回全国高

校定通制陸上大会の400規で2位に入賞し

た成績が誌められたものです。

す
で
に
税
務
署
か
ら
皆
さ
ん
に
通
知

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
に
遅
れ

な
い
よ
う
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
予
定
納
税
の
減
額
は

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
方
は
予
定
納
税
額

の
減
額
申
請
が
で
き
ま
す
。

①
廃
業
、
休
業
、
転
業
、
失
業
を
し

た
と
き
。

②
災
害
、
盗
難
、
横
領
に
あ
っ
た
と

き
。③
結
婚
や
出
生
に
よ
っ
て
所
得
控
除

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
。

④
景
気
の
変
動
な
ど
に
よ
り
、
営
業

不
振
と
な
り
本
年
分
の
所
得
が
相
当

少
な
く
な
る
よ
う
な
と
き
。

　
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
税
務
署

税
務
相
談
室
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
．

浄
化
槽
清
掃
料
金
（
追
加
）

　
五
月
二
十
五
日
発
行
の
市
報
と
お

か
ま
ち
お
知
ら
せ
版
の
七
ぺ
ー
ジ
、

「
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
た
ら
」
の
浄

化
槽
清
掃
料
金
表
の
注
意
書
で
、
◎

清
掃
料
金
1
5
，
規
～
5
㎡
ま
で
㎝
，
規
増

す
毎
に
七
百
二
十
円
加
算

の
一
行
が
ぬ
け
て
い
ま
し
為
．
追
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
、
問
い
合
わ

せ
は
衛
生
セ
ン
ダ
ー
（
8
七
⊥
七
五
一
）
へ

今月の納税…市県民税第1期・国民健康保険料第2期（納期限6月30日）
、
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第
十
二
回
事
業
所
統
計
調
査
が
、

六
月
十
五
日
現
在
で
全
国
い
っ
せ
い

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
六
月
十
五
日
～
二

十
五
日
頃
に
か
け
て
、
事
業
所
統
計

調
査
の
調
査
員
が
市
内
の
す
べ
て
の

事
業
所
に
お
伺
い
し
て
、
あ
な
た
の

事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
事
業
の

種
類
、
従
業
者
の
数
な
ど
に
つ
い
て

お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の
産
業
の

見
取
図
を
作
る
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。
調
査
し
た
こ
と
が
ら
は
統
計
を

作
る
目
的
に
だ
け
用
い
ら
れ
、
徴
税

な
ど
申
告
者
の
不
利
益
に
な
る
よ
う

な
こ
と
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
担
当
は
商
工
課
で
す
．
（
8
七

±
一
二
二
内
二
四
三
）

第
四
回
市
長
杯
争
奪

早
朝
野
球
大
会
を
実
施

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
一
般
市
民

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
体
力
づ
く
り
を
ね
ら

い
と
し
、
ま
た
、
明
る
い
仲
間
づ
く

り
と
野
球
人
口
の
増
大
を
は
か
る
た

め
早
朝
野
球
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
　
七
月
一
日
～
八
月
中

会
場
　
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
城
ヶ
丘
）

信
濃
川
運
動
公
園

参
加
資
格
　
十
日
町
市
に
在
住
す
る

（第3種郵便物認可）昭和脇』F6月10日
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董蓬
　　　　自然食品とカビ

囎摯雛籍難　　＠
ってし、ますが食品は薬で1論ませ㊥

んので、薬の効能、効果を暗示して

はいけないことになります。したが

って医薬品の用法や用量に類似するものは認められません。

幽自然食品、健康食品の名におどらされないように

　消賛者は目然食品、健康食品という名におどらされて高

い食品を買わないように十分注意することです。

囹カビ富のおそろしさを忘れないように

　臼本の夏はカビの天国でもあります。保存料の入ってい

ない味0曾、しょう油、ハム、ソーセージなどの取扱いは慎

重にしなければなりません。カビ毒はカビの生えている部

分をえぐり取ったぐらいでは防ぐことはできません。

　青・赤・黒・黄色のカビの生えたものは食べない万が安

全です。

一
般
市
民
（
た
だ
し
中
学
生
、
高
校

生
は
除
く
）

チ
ー
ム
編
成

①
町
内
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
編

成
困
難
な
場
合
は
近
隣
町
内
で
の
編

成
で
も
さ
し
つ
か
え
な
い
．

②
一
チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、

監
督
、
主
将
を
含
め
十
五
名
以
内
と

す
る
。

③
試
合
に
は
年
令
四
十
歳
以
上
の
人

（
昭
和
十
三
年
四
月
］
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）
が
必
ず
二
名
以
上
出
場

の
こ
と
。

④
野
球
連
盟
登
録
の
単
独
チ
ー
ム
は

出
場
で
き
な
い
．

⑤
野
球
連
盟
に
登
録
レ
、
公
式
戦
で

投
げ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
そ
の
守
備

位
置
に
は
出
場
で
き
な
い
．

参
加
料
　
｝
チ
ー
ム
三
千
円

申
し
込
み
先
　
市
内
千
歳
町
三
丁
目

市
教
育
委
員
会
早
朝
野
球
事
務
局

（
8
七
ー
三
一
一
一
内
二
七
四
）

申
し
込
み
〆
切
り
　
六
月
二
十
日

抽
せ
ん
　
六
月
二
十
七
日
午
後
七
時

市
民
会
館
（
参
加
料
持
参
の
こ
と
）

主
催
　
十
日
町
市
教
育
委
員
会

主
管
．
十
日
町
市
野
球
連
盟

妙高高原地すべり被災者救援金募集

　日赤新潟県支部では、妙高高原地すべり被

災者に対する救援金を募集しています。

期間　昭和53年5月18日～6月30日まで

受付窓口　市社会福祉事務所内日赤支部

取扱品目　現金のみとします。

渠みなさんの善意をお寄せください。

籍知
1難凝

　
社
会
教
育
課
は
、
市
庁
舎
四
階
に

あ
り
ま
す
。
組
織
は
指
導
係
、
社
会

体
育
係
の
二
係
・
五
名
で
つ
ぎ
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
係
　
社
会
教
育
施
設
の
設
置

管
理
・
公
民
館
社
会
教
育
関
係
団
体

の
指
導
助
言
、
講
座
の
開
設
、
講
習

会
・
展
示
会
等
の
開
催
。
社
会
教
育

資
料
の
刊
行
配
布
．
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
。
社
会
教
育
の
た
め
必
要
な

設
備
器
材
及
び
資
料
の
提
供
。
青
年

学
級
の
開
設
。
文
化
財
の
保
護
。
そ

の
他
社
会
教
育
の
奨
励
な
ど
．

　
社
会
体
育
係
　
体
育
レ
ケ
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
指
導
奨
励
．
体
育
施
設
の

管
理
．

　
な
お
体
育
施
設
と
し
て
市
民
体
育

館
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
信
濃
川
運

動
公
園
（
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

太
田
島
野
球
場
等
の
使
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
か
ら
市
民
体
育
館

で
申
し
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
．

　
　
（
教
委
社
会
教
育
課
長
根
津
）

寄
付
あ
り
が
と
う

211．44k㎡（5月1日現在）

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼

徳
永
仁
（
神
明
町
）
十
万
円
（
香
典

返
し
）
　
▼
東
友
会
（
本
町
東
一
丁

目
）
三
千
六
百
九
十
一
円
　
▼
下
条

桜
祭
実
行
委
員
会
　
三
千
円
　
▼
匿

名
二
件
　
四
百
八
十
五
円

妙
高
高
原
地
す
べ
り
救
援
会
へ

▼
長
津
国
吉
（
山
本
一
）
千
円

停
電
の
お
知
ら
せ

あし・あい

　　カv’さ

訓

　
▼
六
月
二
十
日
㈹
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
土
市
第
一
の
一
部
、
細

尾
、
天
池
、
池
之
尻
、
漆
島
　
▼
六

月
二
十
二
日
困
　
午
前
八
時
～
午
前

十
一
時
三
十
分
ま
で
　
珠
川
　
▼
六

月
二
十
三
日
樹
午
前
九
時
～
正
午

ま
で
千
歳
町
一
丁
目
の
一
部
、
美

雪
町
三
丁
目
の
一
部
、
千
歳
町
二
・

三
丁
目
、
寿
町
一
・
二
二
二
丁
目
の

各
一
部
。

献血車日程
6月22日（木）

　〈午前10時～午後3時

滝文工業（株）若草寮

去」

と

、
鴨
齋
禽
師

ク

－
◎
，
，

ろ，
一

レ
」

ψ

1

o
）

じ
　　　き　6月26日（月）

　　　　　〈午前10時～午後3時＞

　　ころ　飯林織物㈱城之古工場団地

　　明日といわず今献血しましょう一

44・女25，586人）／世帯数…I　l、9I　l，967／面積

P

③

暦
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
役
所
関
係
人
事
異
動
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
五
月
二
十
五
日
付
）
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
消
防
署
第
二
小
隊
長
（
予
防
課
長
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
佐
）
坂
爪
孝
行
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）
　
3

惨
じ
拶
2
　
　
　
5
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

●
十
日
町
大
火
か
ら
七
十
八
年
で
す
．
人

●
野
中
に
婦
人
消
防
隊
が
で
き
ま
し
／

た
・
村
山
カ
ツ
さ
ん
を
年
が
し
ら
に
勢

十
六
人
の
精
鋭
で
す
・
樋
口
武
志
さ
ん
市

の
指
導
を
受
け
て
規
律
訓
練
に
励
ん
■

で
い
ま
す
．
ま
だ
消
防
ポ
ン
プ
は
借

り
物
で
す
が
近
く
配
置
さ
れ
ま
す
。

　　な
置
§

　
　
　
　
溶

　
　
　
　
マ
￥

麺
巡く

J
て
方
っ
会

「じょうずな医療の受け

　　　を連載するにあた
　　　十日町市・中魚沼郡医師

　医師会は、これまで日常診療活動をはじめ、学

校医、産業医、各種検診、予防接種等を通じて地

域住民のみなさんの健康について力をそそいでき

ました。

　このたび、十日町市保健課の行う「住民の健康

づくリ」運動に協力して「上手な医療の受け方」

というシリーズを「市報とおかまち」の折リ込み

で連載することとしました。

　市民のみなさん、病気を早く見つけて早く治し

ましょう。病気の早期発見、早期治療は「健康づ

くリ」と表裏一体と考えてもよいと思います。病

気早期発見のために、このシリーズがみなさんの

お役に立てば幸いです。

　また、もう一つみなさんに知って頂きたいこと

は、当十日町市中魚沼郡が、県下1・2の医師過

疎地域であるということです。新潟市の周辺地区

では、住民400人に医師1人の割合ですが、当地

区は住民2000人に医師1人しかおりません。

　したがって、この地区の医師は新潟地区の医師

にくらべて、5倍の責任を負っているわけです。

　数少ない医師をあまリコキ使ってバテさ’せない

よう、上手に利用して、自らの健康を守る智恵を

このシリーズを読んで身につけて頂くよう希望い

たします。

趣
趣
趣
ミ
ミ
趣
ミ
趣
趣
ミ
ミ
さ
ミ
趣
趣
ミ
趣
趣
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
趣
趣
ミ
ミ
ミ
趣
趣
ミ
ミ
ミ
ミ

◆
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
医
療
は
本
来
、
人
に
よ
っ
て
差
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、

よ
い
医
療
の
第
一
条
件
は
な
ん
と
い

っ
て
も
医
師
と
患
者
さ
ん
と
の
間
に

良
好
な
人
間
関
係
が
成
立
し
、
相
互

信
頼
で
結
ば
れ
た
も
の
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
住
ん
で
い
る
近
く
に
、

何
事
に
も
よ
ら
ず
相
談
の
で
き
る
家

庭
医
を
も
ち
、
異
常
が
あ
れ
ば
受
診

し
、
処
置
し
て
も
ら
う
。
更
に
総
合

病
院
で
の
診
療
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

紹
介
し
て
も
ら
う
。

　
こ
の
よ
う
な
医
師
と
家
族
と
の
つ

な
が
り
を
も
つ
こ
と
が
、
育
児
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
な
ど
に
よ
る
不
幸
な
で
き
事

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
最
も
よ
い

方
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
か
か
り
つ
け
の
医
師
」
は
、

ち
ょ
う
ど
同
じ
家
庭
内
で
の
間
柄
の

よ
う
な
も
の
で
「
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」

と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

①
健
康
相
談
に
つ
い
て
、
遠
慮
気
が

ね
な
く
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

②
専
門
外
の
時
で
も
、
相
談
相
手
に

な
り
、
助
言
し
て
く
れ
ま
す
。

③
病
気
の
時
に
は
、
あ
な
た
の
体
質

舎

や
性
格
、
過
去
の
病
気
を
十
分
知
っ

て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
心
得
て
よ
り

良
い
診
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

④
医
師
の
側
か
ら
す
る
と
、
大
変
無

理
な
注
文
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と

で
も
、
特
別
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
て

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
親
し
い
心
の
結

び
つ
き
と
い
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ψ

、

ρ

気

．
』

…
こ
ん
な
と
き
に
は
…

◆
け
い
れ
ん
が
お
き
た
と
き
に
は

　
子
ど
も
の
ひ
き
つ
け
は
、
育
児

を
経
験
さ
れ
た
方
な
ら
一
度
や
二

度
は
必
ず
体
験
し
て
い
ら
れ
る
は

ず
で
す
。

　
こ
れ
は
熱
性
け
い
れ
ん
と
い
っ

て
高
熱
の
た
め
で
す
か
ら
心
配
の

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
大

人
の
け
い
れ
ん
は
子
ど
も
と
違
っ

て
大
変
な
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
け
い
れ
ん
が
お
き
た
ら
舌
を
か

ま
な
い
よ
う
応
急
手
当
を
し
て
く

だ
さ
い
。
静
か
に
ね
か
せ
て
、
衣

服
を
ら
く
に
し
、
部
屋
を
暗
く
し

て
換
気
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
熱
の
有
無
を
た
し
か
め
、
熱

が
あ
れ
ば
冷
や
し
、
手
足
が
冷
た

け
れ
ば
温
め
て
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
、
医
師
の
来
診
を
う
け

て
も
医
師
は
け
い
れ
ん
発
作
を
目

前
に
み
る
こ
と
は
少
な
い
も
の
で

す
。　
ま
た
、
病
人
は
け
い
れ
ん
発
作

時
は
意
識
も
な
い
し
、
発
作
直
前

の
こ
と
も
思
い
出
せ
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
医
師
は
そ
の
時
の
状

態
を
家
族
か
ら
聞
く
よ
り
し
か
た

が
な
い
の
で
す
。
家
族
の
方
は
落

ち
つ
い
て
よ
く
発
作
の
状
態
、
時

間
、
口
か
ら
の
泡
、
顔
色
を
み
て

い
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
飲
み
残
し

の
薬
、
み
な
れ
な
い
薬
の
空
箱
は

捨
て
な
い
で
医
師
に
見
せ
て
く
だ

さ
い
。

◆
頭
の
い
た
む
と
き
に
は

…

　
頭
痛
は
、
過
労
や
心
労
の
よ
う

な
、
目
常
生
活
に
よ
く
と
も
な
う

も
の
や
か
ぜ
か
ら
重
い
伝
染
病
ま

で
い
ろ
い
ろ
の
病
気
が
出
て
き
ま

す
。
ま
た
頭
蓋
内
疾
患
に
は
頭
痛

を
主
症
状
と
し
て
き
ま
す
し
、
そ

の
頭
痛
も
本
人
だ
け
し
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
部
位
と
痛
み
方
、
熱
の

有
無
、
は
き
け
、
耳
鳴
り
な
ど
を

よ
く
考
え
て
医
師
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
そ
の
結
果
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
医
、
例
え
ば
内
科
、
外

科
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、
皮
膚
科
婦

人
科
、
歯
科
、
精
神
神
経
科
で
精

密
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
発
疹
が
出
た
と
き
に
は

　
赤
い
点
々
の
「
ぼ
ろ
」
や
「
ま

だ
ら
」
を
発
疹
と
い
い
ま
す
。
発

疹
に
気
が
つ
い
た
ら
す
ぐ
熱
を
計

っ
て
く
だ
さ
い
。
熱
が
あ
れ
ば
内

科
系
で
、
熱
が
無
け
れ
ば
皮
膚
科

で
受
診
さ
れ
る
の
も
一
つ
の
目
安

に
な
り
ま
す
。

　
発
疹
の
出
る
病
気
は
軽
く
す
む

病
気
か
ら
、
恐
し
い
伝
染
病
ま
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
出
は
じ
め
た
部

位
、
熱
と
の
関
係
、
大
き
さ
、
数
、

か
ゆ
み
、
内
服
し
た
薬
な
ど
診
察

の
と
き
に
詳
し
く
話
し
て
く
だ
さ

い
。
　
発
疹
に
は
い
ろ
い
ろ
の
特
徴
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
聞
く
だ
け
で

も
医
師
は
た
い
へ
ん
診
断
の
助
け

と
な
り
ま
す
。



偽
q
O
℃

（8）と」墜」『93

　
第
十
二
回
事
業
所
統
計
調
査
が
、

六
月
十
五
日
現
在
で
全
国
い
っ
せ
い

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
六
月
十
五
日
～
二

十
五
日
頃
に
か
け
て
、
事
業
所
統
計

調
査
の
調
査
員
が
市
内
の
す
べ
て
の

事
業
所
に
お
伺
い
し
て
、
あ
な
た
の

事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
事
業
の

種
類
、
従
業
者
の
数
な
ど
に
つ
い
て

お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の
産
業
の

見
取
図
を
作
る
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。
調
査
し
た
こ
と
が
ら
は
統
計
を

作
る
目
的
に
だ
け
用
い
ら
れ
、
徴
税

な
ど
申
告
者
の
不
利
益
に
な
る
よ
う

な
こ
と
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
担
当
は
商
工
課
で
す
．
（
8
七

±
一
二
二
内
二
四
三
）

第
四
回
市
長
杯
争
奪

早
朝
野
球
大
会
を
実
施

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
一
般
市
民

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
体
力
づ
く
り
を
ね
ら

い
と
し
、
ま
た
、
明
る
い
仲
間
づ
く

り
と
野
球
人
口
の
増
大
を
は
か
る
た

め
早
朝
野
球
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
　
七
月
一
日
～
八
月
中

会
場
　
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
城
ヶ
丘
）

信
濃
川
運
動
公
園

参
加
資
格
　
十
日
町
市
に
在
住
す
る

（第3種郵便物認可）昭和脇』F6月10日
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　　［紺

董蓬
　　　　自然食品とカビ

囎摯雛籍難　　＠
ってし、ますが食品は薬で1論ませ㊥

んので、薬の効能、効果を暗示して

はいけないことになります。したが

って医薬品の用法や用量に類似するものは認められません。

幽自然食品、健康食品の名におどらされないように

　消賛者は目然食品、健康食品という名におどらされて高

い食品を買わないように十分注意することです。

囹カビ富のおそろしさを忘れないように

　臼本の夏はカビの天国でもあります。保存料の入ってい

ない味0曾、しょう油、ハム、ソーセージなどの取扱いは慎

重にしなければなりません。カビ毒はカビの生えている部

分をえぐり取ったぐらいでは防ぐことはできません。

　青・赤・黒・黄色のカビの生えたものは食べない万が安

全です。

一
般
市
民
（
た
だ
し
中
学
生
、
高
校

生
は
除
く
）

チ
ー
ム
編
成

①
町
内
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
編

成
困
難
な
場
合
は
近
隣
町
内
で
の
編

成
で
も
さ
し
つ
か
え
な
い
．

②
一
チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、

監
督
、
主
将
を
含
め
十
五
名
以
内
と

す
る
。

③
試
合
に
は
年
令
四
十
歳
以
上
の
人

（
昭
和
十
三
年
四
月
］
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）
が
必
ず
二
名
以
上
出
場

の
こ
と
。

④
野
球
連
盟
登
録
の
単
独
チ
ー
ム
は

出
場
で
き
な
い
．

⑤
野
球
連
盟
に
登
録
レ
、
公
式
戦
で

投
げ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
そ
の
守
備

位
置
に
は
出
場
で
き
な
い
．

参
加
料
　
｝
チ
ー
ム
三
千
円

申
し
込
み
先
　
市
内
千
歳
町
三
丁
目

市
教
育
委
員
会
早
朝
野
球
事
務
局

（
8
七
ー
三
一
一
一
内
二
七
四
）

申
し
込
み
〆
切
り
　
六
月
二
十
日

抽
せ
ん
　
六
月
二
十
七
日
午
後
七
時

市
民
会
館
（
参
加
料
持
参
の
こ
と
）

主
催
　
十
日
町
市
教
育
委
員
会

主
管
．
十
日
町
市
野
球
連
盟

妙高高原地すべり被災者救援金募集

　日赤新潟県支部では、妙高高原地すべり被

災者に対する救援金を募集しています。

期間　昭和53年5月18日～6月30日まで

受付窓口　市社会福祉事務所内日赤支部

取扱品目　現金のみとします。

渠みなさんの善意をお寄せください。

籍知
1難凝

　
社
会
教
育
課
は
、
市
庁
舎
四
階
に

あ
り
ま
す
。
組
織
は
指
導
係
、
社
会

体
育
係
の
二
係
・
五
名
で
つ
ぎ
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
係
　
社
会
教
育
施
設
の
設
置

管
理
・
公
民
館
社
会
教
育
関
係
団
体

の
指
導
助
言
、
講
座
の
開
設
、
講
習

会
・
展
示
会
等
の
開
催
。
社
会
教
育

資
料
の
刊
行
配
布
．
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
。
社
会
教
育
の
た
め
必
要
な

設
備
器
材
及
び
資
料
の
提
供
。
青
年

学
級
の
開
設
。
文
化
財
の
保
護
。
そ

の
他
社
会
教
育
の
奨
励
な
ど
．

　
社
会
体
育
係
　
体
育
レ
ケ
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
指
導
奨
励
．
体
育
施
設
の

管
理
．

　
な
お
体
育
施
設
と
し
て
市
民
体
育

館
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
信
濃
川
運

動
公
園
（
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

太
田
島
野
球
場
等
の
使
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
か
ら
市
民
体
育
館

で
申
し
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
．

　
　
（
教
委
社
会
教
育
課
長
根
津
）

寄
付
あ
り
が
と
う

211．44k㎡（5月1日現在）

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼

徳
永
仁
（
神
明
町
）
十
万
円
（
香
典

返
し
）
　
▼
東
友
会
（
本
町
東
一
丁

目
）
三
千
六
百
九
十
一
円
　
▼
下
条

桜
祭
実
行
委
員
会
　
三
千
円
　
▼
匿

名
二
件
　
四
百
八
十
五
円

妙
高
高
原
地
す
べ
り
救
援
会
へ

▼
長
津
国
吉
（
山
本
一
）
千
円

停
電
の
お
知
ら
せ

あし・あい

　　カv’さ

訓

　
▼
六
月
二
十
日
㈹
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
土
市
第
一
の
一
部
、
細

尾
、
天
池
、
池
之
尻
、
漆
島
　
▼
六

月
二
十
二
日
困
　
午
前
八
時
～
午
前

十
一
時
三
十
分
ま
で
　
珠
川
　
▼
六

月
二
十
三
日
樹
午
前
九
時
～
正
午

ま
で
千
歳
町
一
丁
目
の
一
部
、
美

雪
町
三
丁
目
の
一
部
、
千
歳
町
二
・

三
丁
目
、
寿
町
一
・
二
二
二
丁
目
の

各
一
部
。

献血車日程
6月22日（木）

　〈午前10時～午後3時

滝文工業（株）若草寮

去」

と

、
鴨
齋
禽
師

ク

－
◎
，
，

ろ，
一

レ
」

ψ

1

o
）

じ
　　　き　6月26日（月）

　　　　　〈午前10時～午後3時＞

　　ころ　飯林織物㈱城之古工場団地

　　明日といわず今献血しましょう一

44・女25，586人）／世帯数…I　l、9I　l，967／面積

P

③

暦
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
役
所
関
係
人
事
異
動
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
五
月
二
十
五
日
付
）
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
消
防
署
第
二
小
隊
長
（
予
防
課
長
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
佐
）
坂
爪
孝
行
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）
　
3

惨
じ
拶
2
　
　
　
5
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

●
十
日
町
大
火
か
ら
七
十
八
年
で
す
．
人

●
野
中
に
婦
人
消
防
隊
が
で
き
ま
し
／

た
・
村
山
カ
ツ
さ
ん
を
年
が
し
ら
に
勢

十
六
人
の
精
鋭
で
す
・
樋
口
武
志
さ
ん
市

の
指
導
を
受
け
て
規
律
訓
練
に
励
ん
■

で
い
ま
す
．
ま
だ
消
防
ポ
ン
プ
は
借

り
物
で
す
が
近
く
配
置
さ
れ
ま
す
。

　　な
置
§

　
　
　
　
溶

　
　
　
　
マ
￥

麺
巡く

J
て
方
っ
会

「じょうずな医療の受け

　　　を連載するにあた
　　　十日町市・中魚沼郡医師

　医師会は、これまで日常診療活動をはじめ、学

校医、産業医、各種検診、予防接種等を通じて地

域住民のみなさんの健康について力をそそいでき

ました。

　このたび、十日町市保健課の行う「住民の健康

づくリ」運動に協力して「上手な医療の受け方」

というシリーズを「市報とおかまち」の折リ込み

で連載することとしました。

　市民のみなさん、病気を早く見つけて早く治し

ましょう。病気の早期発見、早期治療は「健康づ

くリ」と表裏一体と考えてもよいと思います。病

気早期発見のために、このシリーズがみなさんの

お役に立てば幸いです。

　また、もう一つみなさんに知って頂きたいこと

は、当十日町市中魚沼郡が、県下1・2の医師過

疎地域であるということです。新潟市の周辺地区

では、住民400人に医師1人の割合ですが、当地

区は住民2000人に医師1人しかおりません。

　したがって、この地区の医師は新潟地区の医師

にくらべて、5倍の責任を負っているわけです。

　数少ない医師をあまリコキ使ってバテさ’せない

よう、上手に利用して、自らの健康を守る智恵を

このシリーズを読んで身につけて頂くよう希望い

たします。

趣
趣
趣
ミ
ミ
趣
ミ
趣
趣
ミ
ミ
さ
ミ
趣
趣
ミ
趣
趣
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
趣
趣
ミ
ミ
ミ
趣
趣
ミ
ミ
ミ
ミ

◆
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
医
療
は
本
来
、
人
に
よ
っ
て
差
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、

よ
い
医
療
の
第
一
条
件
は
な
ん
と
い

っ
て
も
医
師
と
患
者
さ
ん
と
の
間
に

良
好
な
人
間
関
係
が
成
立
し
、
相
互

信
頼
で
結
ば
れ
た
も
の
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
住
ん
で
い
る
近
く
に
、

何
事
に
も
よ
ら
ず
相
談
の
で
き
る
家

庭
医
を
も
ち
、
異
常
が
あ
れ
ば
受
診

し
、
処
置
し
て
も
ら
う
。
更
に
総
合

病
院
で
の
診
療
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

紹
介
し
て
も
ら
う
。

　
こ
の
よ
う
な
医
師
と
家
族
と
の
つ

な
が
り
を
も
つ
こ
と
が
、
育
児
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
な
ど
に
よ
る
不
幸
な
で
き
事

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
最
も
よ
い

方
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
か
か
り
つ
け
の
医
師
」
は
、

ち
ょ
う
ど
同
じ
家
庭
内
で
の
間
柄
の

よ
う
な
も
の
で
「
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」

と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

①
健
康
相
談
に
つ
い
て
、
遠
慮
気
が

ね
な
く
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

②
専
門
外
の
時
で
も
、
相
談
相
手
に

な
り
、
助
言
し
て
く
れ
ま
す
。

③
病
気
の
時
に
は
、
あ
な
た
の
体
質

舎

や
性
格
、
過
去
の
病
気
を
十
分
知
っ

て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
心
得
て
よ
り

良
い
診
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

④
医
師
の
側
か
ら
す
る
と
、
大
変
無

理
な
注
文
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と

で
も
、
特
別
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
て

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
親
し
い
心
の
結

び
つ
き
と
い
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ψ

、

ρ

気

．
』

…
こ
ん
な
と
き
に
は
…

◆
け
い
れ
ん
が
お
き
た
と
き
に
は

　
子
ど
も
の
ひ
き
つ
け
は
、
育
児

を
経
験
さ
れ
た
方
な
ら
一
度
や
二

度
は
必
ず
体
験
し
て
い
ら
れ
る
は

ず
で
す
。

　
こ
れ
は
熱
性
け
い
れ
ん
と
い
っ

て
高
熱
の
た
め
で
す
か
ら
心
配
の

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
大

人
の
け
い
れ
ん
は
子
ど
も
と
違
っ

て
大
変
な
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
け
い
れ
ん
が
お
き
た
ら
舌
を
か

ま
な
い
よ
う
応
急
手
当
を
し
て
く

だ
さ
い
。
静
か
に
ね
か
せ
て
、
衣

服
を
ら
く
に
し
、
部
屋
を
暗
く
し

て
換
気
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
熱
の
有
無
を
た
し
か
め
、
熱

が
あ
れ
ば
冷
や
し
、
手
足
が
冷
た

け
れ
ば
温
め
て
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
、
医
師
の
来
診
を
う
け

て
も
医
師
は
け
い
れ
ん
発
作
を
目

前
に
み
る
こ
と
は
少
な
い
も
の
で

す
。　
ま
た
、
病
人
は
け
い
れ
ん
発
作

時
は
意
識
も
な
い
し
、
発
作
直
前

の
こ
と
も
思
い
出
せ
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
医
師
は
そ
の
時
の
状

態
を
家
族
か
ら
聞
く
よ
り
し
か
た

が
な
い
の
で
す
。
家
族
の
方
は
落

ち
つ
い
て
よ
く
発
作
の
状
態
、
時

間
、
口
か
ら
の
泡
、
顔
色
を
み
て

い
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
飲
み
残
し

の
薬
、
み
な
れ
な
い
薬
の
空
箱
は

捨
て
な
い
で
医
師
に
見
せ
て
く
だ

さ
い
。

◆
頭
の
い
た
む
と
き
に
は

…

　
頭
痛
は
、
過
労
や
心
労
の
よ
う

な
、
目
常
生
活
に
よ
く
と
も
な
う

も
の
や
か
ぜ
か
ら
重
い
伝
染
病
ま

で
い
ろ
い
ろ
の
病
気
が
出
て
き
ま

す
。
ま
た
頭
蓋
内
疾
患
に
は
頭
痛

を
主
症
状
と
し
て
き
ま
す
し
、
そ

の
頭
痛
も
本
人
だ
け
し
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
部
位
と
痛
み
方
、
熱
の

有
無
、
は
き
け
、
耳
鳴
り
な
ど
を

よ
く
考
え
て
医
師
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
そ
の
結
果
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
医
、
例
え
ば
内
科
、
外

科
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、
皮
膚
科
婦

人
科
、
歯
科
、
精
神
神
経
科
で
精

密
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
発
疹
が
出
た
と
き
に
は

　
赤
い
点
々
の
「
ぼ
ろ
」
や
「
ま

だ
ら
」
を
発
疹
と
い
い
ま
す
。
発

疹
に
気
が
つ
い
た
ら
す
ぐ
熱
を
計

っ
て
く
だ
さ
い
。
熱
が
あ
れ
ば
内

科
系
で
、
熱
が
無
け
れ
ば
皮
膚
科

で
受
診
さ
れ
る
の
も
一
つ
の
目
安

に
な
り
ま
す
。

　
発
疹
の
出
る
病
気
は
軽
く
す
む

病
気
か
ら
、
恐
し
い
伝
染
病
ま
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
出
は
じ
め
た
部

位
、
熱
と
の
関
係
、
大
き
さ
、
数
、

か
ゆ
み
、
内
服
し
た
薬
な
ど
診
察

の
と
き
に
詳
し
く
話
し
て
く
だ
さ

い
。
　
発
疹
に
は
い
ろ
い
ろ
の
特
徴
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
聞
く
だ
け
で

も
医
師
は
た
い
へ
ん
診
断
の
助
け

と
な
り
ま
す
。



q
Q
O
℃

◆
よ
い
診
療
を
受
け
る
た
め
に

　
医
師
は
誰
で
も
す
べ
て
の
患
者
さ

ん
に
同
じ
よ
う
に
誠
意
を
つ
く
し
て

診
療
を
行
う
の
は
当
然
の
つ
と
め
で

す
。
し
か
し
、
多
く
の
医
師
は
毎
日

朝
か
ら
夜
ま
で
沢
山
の
患
者
さ
ん
を

診
療
し
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
限
ら
れ
た
診
療
時
間

で
、
最
も
よ
い
診
療
を
受
け
る
た
め

に
は
、
患
者
さ
ん
の
努
力
や
協
力
が

ぜ
ひ
必
要
で
す
。
医
師
か
ら
最
高
の

医
療
を
受
け
る
よ
う
に
、
医
療
の
き

ま
り
や
慣
例
は
守
る
よ
う
に
・
い
が
け

ま
し
よ
’
つ
。

■
診
察
の
と
き
気
を
つ
け
た
い
こ
と

　
診
察
を
受
け
や
す
い
服
装
を
し
ま

し
ょ
う
．
内
科
の
場
合
で
は
聴
診
、

打
診
の
し
や
す
い
よ
う
な
、
ま
た
外

科
や
皮
膚
科
で
は
患
部
の
出
し
や
す

い
衣
服
を
着
た
い
も
の
で
す
。
ま
た

血
圧
を
計
る
方
は
袖
口
の
き
つ
い
下

着
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。
（
血
圧
が
不
正

確
に
な
り
ま
す
）
化
粧
な
ど
も
し
な

い
方
が
よ
い
の
で
す
．

　
診
察
に
あ
た
っ
て
医
師
は
あ
り
の

ま
ま
の
状
態
か
ら
正
し
い
症
状
を
把

握
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
飲
酒

し
て
受
診
す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
．
特
に
子
ど
も
さ

ん
な
ど
が
飴
玉
や
ガ
ム
を
口
に
入
れ

た
ま
ま
受
診
す
る
こ
と
は
大
変
危
険

醐よ〆

で
す
。

　
ま
た
初
診
の
時
な
ど
は
検
尿
を
す

る
こ
と
も
多
い
の
で
、
診
察
直
前
に

排
尿
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
保
険
証
は
忘
れ
な
い
よ
う
に

　
保
険
証
、
老
人
医
療
証
、
乳
幼
児

医
療
証
等
の
必
要
な
も
の
は
、
必
ず

持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
．
「
あ
と
か
ら

持
っ
て
き
ま
す
」
と
い
う
こ
と
は
、

ち
ょ
う
ど
バ
ス
の
定
期
券
を
忘
れ
た

と
き
、
無
料
で
乗
せ
て
く
れ
と
い
う

の
と
同
じ
で
、
大
変
な
規
則
違
反
で

あ
り
、
保
険
に
よ
る
診
療
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
患
者
さ
ん
自
身
の
ご
損

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
治
療
の
途
中
で
保
険
証
が
か
わ
っ

た
時
、
ま
た
会
社
を
や
め
て
保
険
証

を
返
納
す
る
時
な
ど
、
す
く
診
療
者

側
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
、

　
．
】
れ
を
さ
れ
な
い
た
め
に
、
後
程

多
額
の
治
療
費
を
請
求
さ
れ
た
り
、

ま
た
退
職
後
の
継
続
療
養
の
資
格
を

失
ジ
、
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
診
療
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
受
付
時
間
を
守
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は

別
と
し
て
、
診
療
終
了
間
際
に
か
け

つ
け
た
り
、
時
間
外
ば
か
り
に
行
く

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
疲
れ
た
医
師

や
看
護
婦
さ
ん
に
仕
事
時
間
を
延
長

さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
．
特
に
初
診
の
場
合
は
検
査
の
必

要
も
多
い
の
で
、
少
し
早
め
に
で
か

け
る
と
診
療
も
検
査
も
ス
ム
ー
ズ
に

い
き
、
よ
い
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
．

目
問
診
の
と
き
に
気
を
つ
け
た
い
こ
と

　
診
察
室
で
患
者
さ
ん
の
訴
え
を
一

通
り
聞
い
た
あ
と
医
師
は
い
ろ
い
ろ

病
状
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
問
診
と
い
っ
て
診
断
に
大

変
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
患
者
さ
ん
は
、
医
師
の
た
ず
ね
た

こ
と
に
は
正
確
に
要
領
よ
く
隠
し
ご

と
な
ど
し
な
い
で
話
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
ま
で
か
か
っ
た
大
き
な
病
気
、

現
在
か
か
っ
て
い
る
他
の
病
気
や
、

今
ま
で
に
受
け
た
検
査
や
治
療
の
経

過
な
ど
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
特
に

薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
（
ペ
ニ
シ
リ
ン
シ

ヨ
ッ
ク
、
ピ
リ
ン
疹
な
ど
）
に
つ
い

て
は
医
師
に
聞
か
れ
な
く
て
も
進
ん

で
話
し
ま
し
よ
う
。

■
診
察
後
の
医
師
と
の
話

　
診
察
が
す
む
と
医
師
は
診
断
の
結

果
か
ら
症
状
や
治
療
法
、
今
後
の
注

意
な
ど
い
ろ
い
ろ
お
話
し
す
る
は
ず

で
す
。
要
点
を
よ
く
き
き
と
り
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
適
切
に
聞
き
返
す

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
病
気
に
よ
っ
て
は
、
一
度
で

は
っ
き
り
し
た
診
断
が
つ
け
ら
れ
ず
、

治
療
し
な
が
ら
経
過
を
診
る
こ
と
は

常
に
あ
る
こ
と
で
す
．
こ
ん
な
時
医

師
は
い
ろ
い
ろ
な
場
合
を
考
え
、
先

々
の
こ
と
を
考
え
て
治
療
を
す
す
め

て
行
く
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
医
師
の
立
場
を
理
解
し
て

時
に
短
時
間
の
説
明
で
十
分
納
得
さ

れ
な
い
時
で
も
、
信
頼
し
て
治
療
を

ま
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
治
療
に
つ
い
て
の
話

　
医
師
の
指
示
し
た
医
療
指
導
は
よ

く
守
り
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
理

由
で
守
れ
な
い
時
は
前
も
っ
て
医
師

に
話
し
ま
し
ょ
う
。
治
療
を
始
め
て

す
ぐ
よ
く
な
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て

◎
病
気
と
症
状

　
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
が
熱
を
出
し

た
り
、
腹
が
い
た
か
っ
た
り
と
い
う

「
症
状
」
が
出
る
と
、
び
っ
く
り
し

て
医
院
の
門
を
く
ぐ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
の
症
状

を
苦
に
し
て
、
そ
れ
を
な
お
し
て
ほ

し
い
と
考
え
る
の
で
す
が
、
本
当
は

そ
の
「
症
状
」
を
お
こ
し
て
い
る
元

凶
の
「
病
気
」
を
な
お
そ
う
と
考
え

て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
「
症
状
」
と
「
病
気
」
と
は
必
ず

し
も
平
行
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
結
核
と
か
腎
炎
の
よ
う
に
か
な

り
病
状
が
進
行
し
て
い
る
の
に
、
全

然
自
覚
症
状
の
無
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、

へ
そ
疵
痛
や
症
候
性
下
痢
の
よ
う
に

は
で
な
「
症
状
」
が
あ
る
の
に
、
ほ

と
ん
ど
病
気
と
い
え
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
病
気
と
は
魚

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
水
面
か
ら
姿

…
を
見
せ
た
時
だ
け
の
症
状
と
し
て
認

甲
め
ら
れ
る
の
で
す
。
扁
桃
炎
の
場
合

…
四
十
度
も
熱
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
心

…
配
し
て
医
師
に
み
せ
る
で
し
ょ
う
。

…
　
し
か
し
、
薬
を
の
ん
で
熱
が
さ
が

…
っ
て
し
ま
う
と
、
ま
だ
扁
桃
炎
が
な

…
お
っ
て
い
な
い
の
に
、
苦
に
な
ら
な

…
い
た
め
に
薬
を
の
ま
せ
る
の
も
忘
れ

川
て
慢
性
化
さ
せ
て
し
ま
う
お
母
さ
ん

…
が
多
い
よ
う
で
す
。

…
　
扁
桃
炎
の
よ
う
な
細
菌
性
の
病
気

…
は
、
熱
（
即
ち
症
状
）
を
な
お
す
だ

…
け
で
な
く
、
完
全
に
細
菌
を
殺
さ
な

…
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
細
菌
を
み
な

…
殺
し
に
す
る
前
に
治
療
を
中
断
す
る

皿
と
、
病
気
が
慢
性
化
す
る
ば
か
り
か

…
そ
の
細
菌
が
そ
の
薬
に
対
し
て
抵
抗

…
性
を
つ
く
り
、
次
に
治
療
の
必
要
な

…
と
き
に
薬
が
全
然
き
か
な
い
と
い
う

…
心
配
も
で
て
き
ま
す
。

…
　
癌
状
に
の
み
と
ら
わ
れ
ず
、
病
気

…
そ
の
も
の
の
実
体
に
つ
い
て
考
え
て

…
ほ
し
い
も
の
で
す
。

勝
手
に
薬
局
へ
走
っ
て
薬
を
追
加
し

た
り
、
次
々
と
医
師
を
か
わ
っ
た
り

す
る
と
、
医
師
は
病
気
に
つ
い
て
正

し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
治
療
中
の
病
状
の
変
化
や
、

体
調
の
変
化
は
早
く
医
師
に
話
し
ま

し
よ
う
。

　
ペ
ニ
シ
リ
ン
・
ピ
リ
ン
系
薬
剤
な

ど
は
っ
き
り
し
た
副
作
用
は
、
医
師

に
明
確
に
そ
の
薬
物
名
を
教
え
て
も

ら
っ
て
、
二
度
三
度
同
じ
失
敗
を
し

な
い
よ
う
に
患
者
さ
ん
自
身
で
防
衛

策
を
た
て
ま
し
よ
う
。

■
病
気
が
長
び
い
て
不
安
な
と
き

　
医
師
の
指
示
を
守
っ
て
療
養
に
つ

と
め
て
も
、
な
か
な
か
症
状
が
良
く

な
ら
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
、
患
者
さ
ん
も
不
安
に

な
り
、
他
の
医
師
に
相
談
し
た
く
な

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
ん

な
場
合
は
率
直
に
医
師
に
そ
の
気
持

ち
を
打
ち
明
け
ま
し
ょ
う
。

　
医
師
は
、
そ
の
長
び
い
た
理
由
を

説
明
し
、
今
ど
ん
な
状
態
か
を
教
え

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
必
要

と
思
え
ば
、
今
ま
で
の
病
気
の
経
過

や
自
分
の
行
っ
た
治
療
を
書
い
て
、

他
の
医
師
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　
要
は
、
い
っ
た
ん
医
師
に
か
か
っ

た
ら
そ
の
医
師
を
信
頼
し
そ
の
医
師

の
全
力
を
ひ
き
出
す
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。

P


